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敏腕副店長の熱愛はバリキャリ女子の心を溶かす









［著］泉怜奈

［画］まろ　











目次






序章






第一章






第二章






第三章






第四章






第五章






終章










序章











「ぁ……ふ……んんっ……」

　体をくねらせる度に、肌がシーツに擦られ官能的な気分になる。衣擦れの音と熱い息遣いが重なっていた。

　アルコールの酔いで意識が朦朧とし、まるで媚薬を飲んだみたいに開放的で大胆になる。

　彼が服を脱ぎ捨て全裸になったことを肌を重ね合わせた感触で知った。

　熱くて溶けてしまいそうだ。それと同時に人肌が気持ちよく離れられなくなる。

　背中に手を回しぎゅっと抱きつくと、口づけがさらに濃厚さを増した。

　舌を深く絡ませながら口蓋をくすぐるように舌先で触れられる。そうされると腰が痙攣したみたいに上下する。生々しい男の熱が下腹部に当たり、雌芯が切なく疼いた。

　蜜が秘口から溢れ出す生々しい感触にも敏感に反応してしまう。

「あ、ああっ……だ、ダメッ……」

　自分の声が響き、唇が解放されていることに気づくが、そんなことをかまっていられないほど快感に翻弄されていた。

　硬く尖った胸の先端の果実を吸われ、舌で転がされる甘く熱い刺激に加え、秘部を指でまさぐられ、時間をかけて撫でられる。

　たっぷりと蜜を絡ませた指先で、ぷっくりと膨れ、刺激を欲して涎を出し濡れそぼつ雌芯を、円を描くように転がされる刺激は拷問のようだ。

「んん……ぃぃやぁ……い……いくっ……」

　いつの間にか解放された手を口元に持っていき、喘ぎ声を押さえつけた。腰はガクガクと大きく震え、かえって指の動きに擦りつけてしまい、さらに快感を増幅させる。

「ふぅ……んんっ……」

　喉を逸らせて強すぎる快感に耐える。

「もっと感じてる声聞かせて」

　腕を取られて引き離されるともう止まらなくなる。切羽詰まった喘ぎ声が喉から溢れ出し、鼓膜が羞恥で震え、全身が熱くなった。

　彼の口から肌から、指から与えられる愛撫に溺れていく。

「も、もう……ぃやぁ……き……きて……」

「だめだ。僕を欲しいと言うまで、このままだよ」

　甘く掠れた声が鼓膜をくすぐる。耳殻を食まれ囁かれた言葉にさえ全身を甘く蕩けさせられる。

　もう我慢できない。もっと確かな繋がりを感じたい。痛くてもいい。セカンドヴァージンと言っていい自分の状態を彼が察することはないに違いない。――そう思った。

　だったら、慣れている振りをして、もっと満たしてほしい。

「ほ、欲しい。きて。すぐに、今すぐ……」

「僕が欲しい？　入れてほしいの？」

　コクコクと頷く。

　それなのに、秘口にあてがった熱の塊で入り口を擦りつけるだけで、一向に中に入ってくる様子はない。

　じれったくて泣き出しそうになる。

「お願い……入れて。あなたが欲しいの」

「僕の名前を言って。欲しいと……言って」

　蕩けた思考で彼の名前を思い出そうとした。

「え、栄樹えいき……」

「ああ……覚えてたんだ……嬉しい」

「ふぅ……んんっ……ぃやぁっ……」

　秘口を押し開き、挿し込まれた熱が一瞬にして去ってしまい、落胆のあまり言葉にならない抗議の声が漏れてしまう。

「ちゃんと言って。欲しいって」

　彼が何を言わせたいのかよくわからない。朦朧としている思考ではもう何がなんだかわからなかったのだ。それでも欲しいと言わなくてはいけないのだということを理解した。

「栄樹……が、欲しい……欲しい……欲しいの」

　何度も欲しいと言った。

　その刹那、最奥まで突き上げられ、悲鳴と同時に痛みと快感の波に飲み込まれた。

　激しく体が揺さぶられ、必死で彼の背中にしがみつく。

「あなたが欲しい。全部欲しい。絶対手に入れてみせる……体だけじゃなく……心も……」

　揺さぶられながら快感に呑まれる。耳に届いた言葉の意味を把握する前に、強烈な絶頂感に包まれ、もう何も考えられなくなった。

　自分の喘ぎ声さえ遠くに聞こえた。

　現実味がなく、夢の中のようだ。

　――これはきっと夢。こんなの普通じゃない。

　皮膚が汗で滑るほど熱い体温と息遣いに包まれ、夢と現実の間を彷徨う心地よさに酔いしれる。

　繋がっている場所の圧迫感、体が揺さぶられ肌と肌が擦られる熱に恍惚となった。何度か激しく子宮口を突かれ、強く抱きしめられる。耳元で彼の呻き声と荒い息遣いを感じた。

　掠れる意識の中、全身に感じるこの熱が去ってしまわないことだけを願っていた。

　ただ、この温もりの中で眠りたかった。

　熱ければ熱いほどいい。すべてを忘れ、何もかもから、一夜だけでも逃避し、安堵の中で眠りたい。

　その夜、異性に抱きしめられて、気を失うように意識を手放し眠りに吸い込まれていった。
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　――数ヶ月前。




「本店の店長を務めさせていただきます、鹿島かしま苑子そのこと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　三十度に綺麗にお辞儀をした苑子はスタッフから向けられる観察するような視線を意識していた。

　肩先で自然にカールしている漆黒の髪と透き通るような青白い肌、オニキスのような黒い瞳のコントラストが強く、少しきつい印象がある。三十歳という年齢よりもかなり落ち着いてみられることは自覚していた。

　老舗イタリア高級ブランドの本店の店長として引き抜かれる大きなチャンスを手にしたのは、この落ち着いた容姿が功を奏したのだろうか。

　恵まれた年俸。その金額は日本企業のアパレルブランドの販売員の給料の倍を軽く超していた。

　喉から手が出るほど欲しい年俸だった。

　これだけ稼げれば、重病の母の命さえ救えるのではないかとかすかな希望さえ持てた。

　ここで失敗するわけにはいかない。必ず成功しなくてはならない。そんなプレッシャーさえ気にしてはいられない。

「では、副店長を紹介しましょう。唯一の男性で弊社でのキャリアも五年、本店の副店長に就任して三年目になる杜もりさんです」

　営業担当に紹介されたのは、二十代にしか見えない目鼻立ちのはっきりした、髪も目の色も薄い色の西洋的な感じのする美男子だった。

　苑子は無意識のうちに眉間に皺を寄せてしまい、険しい表情になっていることを自覚し、なんとか顔の力を抜いた。

「ご紹介いただきました、副店長を務めさせていただいております、杜栄樹と申します。店長とスタッフの橋渡しを円滑にできるよう務めたいと思います。よろしくお願いします」

　はっきりとした口調。甘いマスクからは想定外のしっかりした話し方に苑子は思わず杜に視線を向けた。刹那、彼と目が合う。

　バチッと火花が散ったような気がしたのは気のせいだろうか……。

　それほど強い視線――そう苑子は感じたのだった。

　苑子は転職するまで、日本では大手と位置づけされる知名度のあるアパレルメーカーのフラッグショップの副店長だった。それでも海外ラグジュアリーブランドには叶わない。格が違うと言われればそれまでだ。

　杜が苑子を馬鹿にしていてもおかしくはない。

　男性でしかも年下。その上日本人離れした優れたルックス。苑子にとってこれほど苦手な人種はいないと言える。その上、馬鹿にされているとなれば先行きが不安になってしまう。

　それを払拭するように苑子は姿勢を正しまっすぐ前を見つめた。

　不安を悟られるわけにはいかない。まずは仕事上での立ち位置をはっきりさせるべきだと自分に言い聞かせる。

　今まで虚勢を張って生きてきたのだ。この試練も当然乗り越えられる。いや、乗り越えてみせると改めて意気込む。

　残り五名のスタッフは中堅クラスが二名、あとは入社三年未満のまだ初々しさが残る若い社員だった。

　顔合わせのために集まったスタッフを見て、まずは一番苦手だと感じた副店長に自分の実力を知らしめることが必要なのだということを苑子は理解した。

　油断は一切できない。ここからが勝負なのだ。

「では、皆さんの挨拶が終わったところで、シフトを決めていきたいと思います。今回は私が仕切りますが、今後シフトに関しては副店長に任せたいと思います。それでよろしいですか？」

　あえて一人ずつ、苑子は確認するようにアイコンタクトを取る。

　杜は口角を少し上げて頷きながら「問題ありません」と、言った。




　リニューアルオープンに伴う顔合わせのミーティングが終わったのは十六時頃だった。営業担当と少し話をして苑子だけ三十分ほど遅くオフィスを出た。

「鹿島店長」

　エレベーターを降り、ロビーを横切ろうとしたところで声をかけられ立ち止まる。

　この声は……と、警戒心と緊張で体が固くなるのを意識した。

「鹿島店長、少し、お時間いただけませんか」

　声をかけてきたのは苑子が一番苦手で警戒している副店長の杜だった。

「もしかして、私を待ってたんですか？」

　そうとしか思えないこのシチュエーションに、はっきり言いすぎたのか杜のほうがばつが悪いのを隠すように相好を崩した。

「はい。その通りです。まず、店長と話をして打ち解けたいなと思いまして。本店のスタッフは僕でさえ入社五年です。皆五年未満の若輩者なんですよ。きっと不安だと思います。だからこそ、店長と僕の意思疎通が取れていることが重要ではないかと思ってます」

　正論すぎて癪に障る。それが苑子の正直な気持ちだったが、それを臆面にも出さず、営業用の笑顔を貼り付ける。

「とても頼りになる副店長で頼もしいです。では少しお茶でもしましょう」

　心の中では早く帰りたい一心だったが、ここは杜の内心を探ることが先決である。

「その角にあるカフェにしましょう」

　ヒールの音を響かせ率先して早足に歩きながらそう告げる。有無を言わせず主導権を握ることが肝心なのである。

　後ろをついてくる杜の気配を感じながら、苑子は心の中だけでほくそ笑んだ。




「鹿島店長はイメージ社のノーリミット本店で副店長をされてたんですよね。レディースだけでなく子供服からメンズまで扱っている。僕も何度か視察というか、買い物したことありますよ」

　トパーズを思わせる琥珀色の薄い瞳がまっすぐ苑子を見つめている。

　視線を外さないようにするだけでも苑子には苦行だったのに、あまり良い思い出のない前社のことを持ち出されて警戒してしまう。

「そうなの？　杜さんみたいな外資畑の人でも日本のアパレルメーカーの服を買ったりするのね」

　嫌みのつもりで言ったのだが、彼は爽やかに笑い飛ばした。

「私服までイタリアブランドで揃えるなんてさすがにないですよ。幸運にもスーツは制服で支給されるから、高級な素材がどんなに着心地がいいかを理解できるし、ハンドメイドの革靴の良さもわかるようになりました。そういった意味では老舗ブランドに勤めることができて幸運だと思ってます」

　あまりに輝いている表情に苑子は後ろめたさを感じてしまう。最初の虚勢が次第にしぼんでいくが、まだ杜への警戒心は解くことはできなかった。

「本店はメンズも扱っているし、それは引き続き杜さんに任せたいと思っているの。レザーグッズ、レディース、メンズ、それぞれ担当を決めるつもり。もちろん全員がどのセクションでも販売できることが前提だけれど」

「管理の面で担当者を決めるということですね。賛成です。あの、僕は少し前に新規のメンバーを聞いていて、その中で誰がどの担当に適しているか、考えてみたんです。不躾かと思ったんですが、リストにしてみたので、見てもらえますか？」

　思わず身構えてしまう。なんと用意のいいことか。しかし、裏を返せばそれだけ真面目だということなのかもしれない。ものは考えようである。ここは彼の意見に目を通してみるのが適切かもしれない。

　所詮苑子は新参者に過ぎないのだ。このブランドで五年のキャリアがあり、人脈もある副店長の意見を聞かないわけにはいかない。

「ええ、是非参考にさせてもらうわ。本当に杜さんは頼りになるわ」

　歯が浮くようなお世辞を引っ付けてリストを手に取る。

　彼の視線を感じながら、並んでいる名前と配置先を見ていく。前店舗での担当まで細かく記載されていて、とてもわかりやすい。

　得意分野を生かした配置だということは一目瞭然だった。有無を言わせないためなのか……と、かえって勘ぐってしまうほどの用意周到さだ。

「全員の以前の担当まで調べてくれてあるのね。ここまでしてくれていたら、反論はできないわ」

　思わず嫌みな言い方をしてしまい、はっとして視線を彼に向けた刹那、また目が合った。

　琥珀色の瞳に吸い込まれるように見入ってしまう。その視線の強さに言葉さえなくしてしまい、苑子は何も言えないまま微動だにできなかった。

　どれくらい見つめ合っていただろうか……。

「お役に立ててよかったです。僕は鹿島店長のようなたたき上げの実力のある人の下で、勉強できるチャンスを無駄にしないように頑張るつもりです」

　瞠目したまま杜を見つめ続ける苑子の脳裏には、こんなのはただの社交辞令に決まってる。半分くらいに聞いておくべきだ。という声と、杜のまっすぐな瞳に気圧されて彼の言葉の意味がもっと深いような気がしてしまう自分がいた。

　どちらの直感が当たっているのかわからない。けれどこの時の苑子は、お世辞だと決めつけることで彼の視線から逃れることを選んだ。








（二）






　平日の昼過ぎの病棟は静まりかえっており、一種独特な雰囲気がある、苑子は毎度緊張してしまう。

　何百回訪れようとも、一度思考の中に棲みついてしまった苦手意識は払拭できないものなのだと、思い知らされる。

　通い慣れているはずの入院病棟で、廊下を歩いているだけで緊張するなんて、なんてメンタルが弱いのだろう。

『鹿島東子とうこ』と壁に貼り付けられたプレートの前で立ち止まる。

　母は苑子を未婚で産み、懸命に働きながら育ててくれた。

　真面目一辺倒を絵に描いたような人で、スーパーの従業員として働き、文句の一つも言わず皆勤賞を受けていた。

　スーパーで勤める醍醐味は、残りものの惣菜を持ち帰ることができる、というのが口癖だった。それを幸運だと言うような堅実な人だ。

　こんな風に、母の人柄のことなど考えてしまうのは、さきほど主治医、佐伯さえきから東子の寿命は保って数ヶ月だと宣告されたからかもしれない。




　十九で苑子を産んだ東子はまだ四十九歳だ。その若さで癌に侵され、あと数ヶ月しか生きられないという。なんと残酷で非情なのだろう。

　贅沢もせず、ただ苑子を育てることを優先し、人生のすべてを仕事と育児に費やした母の人生を思うと胸が張り裂けてしまいそうなほど苦しくなり、恐怖で全身が冷たくなっていく。

　母の顔を何事もなかったように見ることができるだろうか……。いつものように話すことができるだろうか……。不安で押し潰されそうな胸に手を当て、苑子は気持ちを落ち着かせようと深呼吸を繰り返した。

　意を決して、そっとスライド式ドアの取っ手に手をかける。すっと横に流れるように開いたドアから見えた室内は、苑子の心とは反対に、夕刻の西日が窓のカーテン越しから差し込み、少し赤みがかった光に照らされ明るかった。

「あら、苑子」

　母は起きておりタブレットを手に何か読書をしていたようだ。

「気分はどう？」

　明るめの口調を心がけてそう聞いた。

「そうねぇ。今日はお天気もいいし、気分はいいほうよ。できれば家で療養できればいいのにねぇ。ねぇ、苑子。入院費も馬鹿にならないんだし、家に帰れないかしら」

　母がすべてを知っていてそう言っているように苑子には思え、胸が痛く苦しくなる。

「お、お母さん……そういうわけには……ちゃんと治してからじゃないと退院はさせてもらえないに決まってるじゃない。それにお金のことなんて心配しなくても大丈夫よ。転職して年俸制になって、今までよりすごくお給料上がったのよ」

　表情を見られないように椅子に座る振りをして下を向くが、わざとらしさが強調されただけに違いない。

　そんな自分が情けなく泣き出してしまいそうになり、苑子はなかなか顔を上げることができなかった。必死で涙を堪えていると、ぎゅっと手を握られた。

　母が前のめりになり、点滴の針が刺さった腕を伸ばして苑子の手を握っていた。

　胸が締め付けられるように苦しくなり、嗚咽が喉から込み上げてくる。

　ポトリ、ポトリと母の手を涙が濡らす。

「苑子、もういいの。もういいのよ。私は、苑子をここまで立派に育てることができて幸せなの。もう先がないことはなんとなくわかってるの。だったら、最後のわがままを聞いて。家に帰りたい。家に、苑子と暮らしたあの団地に連れて帰ってちょうだい。お願い……」

　喉がヒリヒリし、もう嗚咽さえ堪えることができなくなる。

　母はやはりすべてを察していたのだ。

　苑子は顔を上げた。涙で母の顔は歪んでいたが、その表情は微笑んでいるように見えた。

「泣かなくていいのよ。苑子。本当によく頑張ってくれたわね。ありがとう」

　――ありがとう。

　その言葉が苑子の琴線に触れ、感情の激流が押し寄せてきて、ダムが決壊したように一気に溢れ出した。

　子供のように声を上げて泣き出し、母にしがみつく。

　母の胸で泣いたのは子供の頃以来だ。母はその頃にしてくれたみたいに背中と頭を撫でてくれた。




　疲れやすい母の前で取り乱すように号泣してしまい、あげく母に慰めてもらうという失態を犯した結果、母はすぐに疲れて眠ってしまった。

　苑子は看護師から当分目を覚まさないと言われ、帰るように促されるまま病室を出た。

　病院の受付の前を通り、自動扉を出て外に出ると、むっとした暑さが全身にまとわりつく。

　病院内は冷房が効いているので、外気との温度差が激しく、汗が滝のように流れ始める不快感に苑子はため息をついた。

　さきほどの母の言葉が脳裏を過ぎり始める。

　――家に帰りたい。

　自分が母の立場だったら、同じことを願っただろう。母の気持ちは痛いほどよくわかるだけに、願いを叶えてあげたい気持ちが膨らむ。

　決断するにはまだ不安のほうが大きい。母の願い通り、自宅に連れて帰ってあげたい。あげたいけれど、苑子が働いている間、万が一のことがあった時のことを考えると、どうしても踏みとどまってしまう。

　少なくとも病院なら適切な処置をしてもらえて、延命の可能性もある。

　少しでも長く生きてほしい。苑子のその思いを貫くと、母の意向を無視することになることもわかっている。苦しいけれど苑子にはまだ母の望みを叶えてあげられるほどの勇気はなかった。

　――ごめんなさい。お母さん……。

　心の中で母に謝罪する。罪悪感で胸が苦しくなった。そんな自分の葛藤の苦しみよりも母には少しでも長く生きてほしい。それは娘のわがままなのかもしれない。早く解放してあげるほうが親孝行なのかもしれない……。もしそうであっても、苑子はまだ母に生きていてほしかった。










第二章












（一）






　本店リニューアルオープンから無事、一ヶ月が経った。

　杜の采配もあり、チームワークは完璧だった。苑子は杜にアドバイスされた通りオープン前にすべてのスタッフと食事をし、打ち解けるように努力した。

　中堅クラスの仲山なかやまと本田ほんだはどちらかというと苑子より杜のほうに信頼を置いているように見える。しかし、それはそれほど苑子を不快な気持ちにさせなかった。と、いうのも、そうなるだろうと想定内だったからだ。

　中堅クラス二人はもともと本店勤務だったし、特に本田は以前メンズ担当だった。現在は仲山がメンズ担当となっているからだ。

　全員が杜側についてしまっても不思議ではないと思っていたが、新人たちのほうは苑子を崇拝するようになっていた。

　杜には人を引きつけるカリスマ性がある上、眉目秀麗なのだから苑子に勝ち目はない。

　外見も内面もできた人など本当にいるのだろうか……と、世間を斜めから見る癖がついているため猜疑心を持つが、ほとんどの人は見た目通りに受け止め、容姿端麗で欠点が少なければ好意的に取られるということを苑子はよく知っていた。

「鹿島店長、今日は初めて本店スタッフ皆での食事会ですね。あ、いや、ミーティングと言ったほうがいいでしょうか」

　杜の少しおどけた口調に苑子は眉間に皺を寄せてしまいそうになるのを寸前で止め、笑顔を作った。

「そうね。一応は、ミーティングということで。食事代は経費で落とすので、みんなもそのつもりで。でもオープン一ヶ月経ったお祝いでもあるから、今夜は楽しく食事しましょう」

　スタッフ一同の歓声が上がる。

　苑子は微笑ましく思った。

　油断していたのか無意識のうちに視線を感じたほうを向いてしまう。

　杜のまっすぐな瞳とかち合い、苑子はすぐに視線を逸らすことができなくなった。

　息さえするのも忘れてしまう。まるで何かを訴えているような、何か意味のあるような強い視線。怖いような、それでいて意味深で、興味を掻き立てられてしまう。

　危険だと感じるのに、もっと深く探ってみたいと興味のほうが強くなる。

　彼はいつも苑子を見ている。観察するように、そして何かを探ろうとしているみたいに……。彼の追求心はとどまることを知らないような気がして怖くなる。それが疎ましかったはずなのに……なぜかそんな彼の熱心な視線に興奮させられもしている。

　危険だと苑子の脳内に警笛が鳴るのに、それを無視しようとするもう一人の自分がいる。

　彼に心を許してはいけない。

　そう何度も自分に言い聞かせた。

　杜が予約したのは本店から徒歩五分のイタリアンだった。雑誌に何度も取り上げられるほどの人気店だ。

　よく予約が取れたなと感心してしまう。

　彼はこんなことでさえそつのなさを発揮するのだ。忌々しい限りだと苑子は恨めしく感じてしまう。そんな自分の卑屈な心に自己嫌悪を抱いた。

「店長、飲みもの何にしますか？　とりあえず乾杯はプロセッコにしましょう」

　アルコールは飲まないようにしている苑子だったが、そんなことを言って水を差してしまうのは憚れたので、黙って頷いた。

　グラスに口をつけるだけにして、飲まなければいいのだ。

　全員のグラスが満たされる。

　杜が苑子の横に座り、耳元で「乾杯の音頭をお願いします」と言った。

　低く甘い声に敏感な耳朶と鼓膜がくすぐられる。甘く痺れるようなその感覚に背筋が震えてしまう。それを隠すように咳払いをした。

「改めまして、このスタッフで本店リニューアルオープンを迎えられたことを嬉しく思います。私は店長としてはまだまだ新参者ですので、副店長の力があったからこそ、ここまで円滑に進めてこられたのだと思ってます。これからも皆で力を合わせて頑張っていきましょう。ひとまずお疲れ様です。乾杯」

　全員が笑顔だった。ひとりひとりの笑顔を目にとどめると胸に熱い感動が広がっていく。

　苑子は嬉しくなって口をつけるだけのつもりのスパークリングワインを飲み干していた。

「私、鹿島店長が憧れです！　だって三十で本店店長なんてすごすぎるし、それにすごく落ち着いていて……カッコイイし。どうやったら店長みたいになれるんですか？」

　杜側についていると思っていた本田だ。彼女は今年二十四歳だ。最初は派遣だったのが実力を認められ社員になった。杜より一年弱短い四年のキャリアで、社員になって三年になる。

「私は年齢より老けてるから……落ち着いているって言われて嬉しいわ」

「老けてないですよー」

　全員に声を揃えてそう言われ、苑子は恥ずかしくなった。それを顔には出さず、苦笑いを浮かべた。

「どうぞ」

　杜が空になったグラスを満たそうとプロセッコのボトルを持って注ごうとする。

「あの、私あまり飲めないので、あとはお水で……」

「えっ、そうなんですか。てっきり飲めるんだと思いました。一気に飲んでたから……大丈夫ですか？」

　最初の飲みっぷりが良すぎたようでかえって心配させてしまったようだ。

「いえ、あの。飲めないというか。飲まないようにしてるんです」

「あ、もしや酔うと人が変わるとか？」

「えっ……」

　核心を突かれてしまい、すぐに否定することができずに固まってしまう。それを誤魔化すためにプロセッコがまだ少し残るグラスをくいっと飲み干してしまった。

「店長、飲まないようにしてるって、本当はすごく飲めるから遠慮してるんじゃないですか？　今日は飲んでください。お注ぎします！」

　明るい声でスタッフにそう言われては強く拒否することもできず、苑子は曖昧な笑顔でなみなみと注がれていくグラスを眺めていた。




「杜！　終電終わる前に女の子たちを帰しなさい！」

　はっきりとした口調で杜にそう告げている自分の声が脳内に響いている。スタッフがどんな表情をしているのかは残念ながら視界が揺れていて把握できない。

　それを理解しているだけでも自分を褒めてやりたい気分だ。きっと皆は、酔うと店長は支配的になると勘違いしたに違いない。

　確かに、酔うと何かと指示をしたがる悪癖が出る。特に男性に。上司であろうが何だろうが男性は標的になり、あれをしろ、これを持ってこいと命令してしまうのだ。

「鹿島店長は、酔うと女王様気質になるんですか？」

　仲山の声だと把握する。

「何言ってんの、仲山。あたしは普段からこうでしょ。店長なんだから皆に指示するのがお仕事」

「店長、酔うと超男前です！」

　仲山の言葉に皆が笑っている。その声に包まれ、苑子も腹を抱えて笑った。

　気分が上がるのを感じる。部下に恵まれたことを実感し、このメンバーでもっと向上できると確信する。その中に杜が含まれていることは否定できない。彼の尽力は無視することはできない。それほど彼は苑子にはなくてはならない存在になっている。

　苑子は笑いながら彼のほうに視線を向ける。

　いつから見られていたのか……。すぐに目が合ってしまい、一瞬動揺してしまう。それを隠すようにまた笑った。

　彼の視線は冷静なように感じたが、しかし笑顔だった。

　苑子の中で警笛が鳴り始める。自分には手に負えない相手かもしれない……。そんな疑問が脳裏を掠める。しかしその疑問さえ苑子は笑ってやり過ごした。

　スタッフが帰り、杜がタクシーを停めたのを呆然と眺める。

「鹿島店長。タクシーに乗ってください。住所ちゃんと言えますよね？」

　からかうような笑みを向けられ、少しむっとする。

「言えるわよ。そこまで酔ってません。それよりあなたは？　一緒に乗っていけばいいのに」

　咄嗟に出た言葉に自分自身が一番驚いたが、杜も同じだったようで目を大きく見開き瞠目している。

「あ、いえ、反対方向なので……あ、えっ？」

　拒絶されたことに反応したのか……咄嗟に彼の腕を掴んでいた。

　驚愕した表情の杜と目が合ったまま、苑子はその腕を引っ張っていた。自分では制御できない力に支配されているように、彼をタクシーに押し込み自分も乗り込む。

「送っていくから住所」

　威圧的にそう告げた。

　その刹那、押し殺したような、必死に堪えるような笑い声が横から聞こえる。杜がとうとう我慢できないというように腹を抱えて笑い始めた。

「何がそんなにおかしいのよ」

「い、いえ……すみません。鹿島店長……ほんと、酔うと変わるんだなっていうか、新鮮で。酔った時のほうがすごく親しみがわくというか……口調は命令口調なのに、可愛いって言うか……放っておけないって言うか……だからまず、店長を家に送ります」

　苑子が反論する前に杜は苑子の住所を正確に運転手に告げた。

「なによ、住所知ってるんじゃないの。嫌なやつ」

　酔った勢いで憎まれ口しか出てこない。それを聞いても杜はただ笑っているだけだった。

　次第に自分の態度におかしくなって笑いが込み上げてくる。

　何がおかしいのか二人ともクスクスと笑っている。その状況が笑いを増幅させる。

　タクシーが停まり運転手が「ここでいいですか？」と言うまで、そんな状態だった。

「あ、はい。ここです」

「自分の家まで帰れますか？」

　笑いながらそう言われると、意地悪をしてやりたくなる。

「さぁどうかしら。わからないって言ったら、家まで連れていってくれるわけ？」

　意地悪な笑みを貼り付けてそう告げる。

「もちろん。玄関までお送りします」

　杜はタクシー代を払うと車から降り苑子のほうに回って彼女の腕を掴んで車から出した。

「さて、このマンションかな」

　唖然としている苑子の前で杜が目の前の集合住宅を指した。

　失敗した――と、苑子は項垂れたい気持ちになる。

　自分の住んでいるところはマンションなんかではない。もちろん一軒家でもない、団地なのだ。意地悪をした罰が当たったのだと絶望感が増す。

「えっと、８０２号室ですね」

　返事をする前に手を繋がれ引っ張っていかれる。杜はここが苑子の住居だと確信しているように誘導し連れていく。

「あ、ちょっ……」

「部屋の前まで送ります」

　断固とした口調で告げられ、さっきまでの強気な態度がしぼんでいく。ふらつく足取りで彼に導かれるままエレベーターに乗せられた。

　ぎゅっと握られた手の温もりが生々しく感じられ、苑子の心臓はドクドクと活性化し始め勢いを増していく。

　酔っている以上に体が熱くなるのを意識してしまう。

　アルコールが回り、唇が痺れたように疼いていて、キスで沈静してほしいと思ってしまうと、杜の唇が気になってチラチラ視線を向けてしまう。

　――ああ、だめ……だめ……絶対。だめ。彼は部下なんだから……キスなんてだめ……。

　酔えば欲情してしまう。人肌が恋しくて……人の温もりが……欲しくてたまらない。

　エレベーターの二人きりの空間で胸が苦しくなる。眩暈を感じるほど鼓動が速くなっている。ぎゅっと手を握られたその強さに思わず目を閉じた。

「気分……悪いんですか？」

　顔を覗き込むようにしてそう聞かれ、はっと我に返り目を開ける。

　エレベーターが停まりドアがゆっくりと開くのが視界に入った。

　苑子はふらつきながらも自らエレベーターを降りた。まだ手は繋いだままで、それがとても心強かった。

　自分の部屋の前まで苑子が杜を引っ張っていった。鍵を取ろうとトートバッグの中を探る。彼は空いているほうの手を伸ばし、トートに付いているキーチェーンを引っ張った。するっとそれは引き出され、鍵が現れる。

「あはっ……」

　間の抜けた笑い声が漏れた。

「酔ってる苑子さんは可愛いですね」

　言われた内容より、名前で呼ばれたことに体が甘く疼き身動きできなくなった。

　いつまでも鍵を握りしめたままでいると、杜が手の中の鍵を取った。

　ガチャリと、鍵が開いた音が響きドアが開く。そっと背中を押され一歩中に入ると反射的に後ろにいる彼に振り向いた。

　視線が重なった瞬間、苑子は咄嗟的に彼の腕を掴んでいた。

「帰らないで」

　そう言ったような気がする。

　いや、言ったのだ。自分でも呆然としていてはっきりとしない。なぜなら、ぎゅっと抱きしめられて苑子は我を忘れてしまったから。

　抱きしめられた瞬間に感じた体の熱さや男性的な硬い筋肉の感触。

　ドキドキと高鳴る鼓動の音が耳に響いていて、意識が遠くなった。自分が何をして何を言っているのかもわからなくなる。

　酔いが一気に回り、雲の上を歩いているようにふわふわとした。

　唇は塞がれ、口内に艶美な快感が広がっている。胸の辺りが熱く息さえまともにできない。今、部下で苦手なはずの杜に強く抱きしめられ、体温を生々しく感じるほど密着しキスされている。

　彼の唇が淫猥に動き、快感が下半身を熱くさせているのを自覚する。

　お互いの体を擦りつけ合うようにして絡まりながら移動し、苑子は寝室へ彼を誘う。ベッドの縁に脚が当たり、よろけたのを腰を抱かれて支えられる、その瞬間で唇が離れ、視線がかち合った。

　息が上がってお互いの胸が上下に擦れている。半開きの杜の唇は唾液で濡れ艶めかしく、妖艶だった。

　男性が欲情するさまに恐怖は感じても色気を感じたことはない。しかし杜は苑子の欲情を煽るほどの色香がある。

　ぞくりと背筋に甘い痺れが駆け抜け苑子は息を呑んだ。その瞬間、膝裏に手を回され横抱きにされるとベッドに横たえられた。

　ベッドがきしみ、彼が覆い被さってくるとふわっと男性的なオードトワレの香りが鼻腔をくすぐった。嫌な香りではない。むしろ苑子の好みの香りだ。かすかにグリーンノートが残り、体温と体臭が混じってムスク系が強くなっている。

　今の妖艶な雰囲気の杜にとても合っていると思った。

　そんな余計なことを考えている間に、手際よく服を脱がされていることに気づく。

　杜が身動きする度に露出された肌に空気が掠め、それさえ快感に変換され、苑子の欲情を加速させるのだ。

　ジャケットとシャツブラウス、スラックスを剥ぎ取られ、下着だけになると露出した肌が熱くなり敏感になっていく。

「すごい……華奢なのに、こんなにエッチな体なんだ」

　言葉の意味を察し反射的に胸を隠した。その両手を掴まれ、そこから引き離される。

「だめ、全部見せて。苑子さんのすべて……全部」

　両腕を頭の上に上げさせられ片手で拘束される。フロントホックのブラを器用に片手で外すと、豊満な乳房がぷるんと震え解放された。

　男の手で包まれ、体が一瞬硬直したが、やわやわと揉まれ、先端の突起を掠めるように優しく触れられると、苑子は息を弾ませた。

　胸の先端の果実は少し触れただけでも敏感に感じるほど、膨らみ硬くなっていることを自覚し、さらに羞恥が増す。

　子宮の辺りが熱くなり、勝手に腰が震え、じわりと蜜が溢れ出した。

「ぁ……ふ……んんっ……」

　甘い声がひっきりなしに喉から漏れ、それを唇で塞がれる。すぐに舌を絡め取られ、淫猥な動きに夢中になった。








（二）






　翌日、いつも通り出社した苑子は、バックオフィスに入ると深くため息をついた。

　昨晩、何があったのか苑子は覚えている。

　部下の杜と関係を持ってしまった一部始終が脳裏を過ぎる。

　彼に責任転嫁することはできない。なぜなら、苑子のほうが杜を誘惑したのだから。

　酔った勢いで、部屋に連れ込んでしまったのは自分なのだ。杜に下心があったとは思えない。おそらく、上司に誘われ断れきれなかったというのが、杜の本音に違いない。

　ここはどう振る舞うべきか。まったく覚えていない振りをするのが適切なのかもと思えた。

　あれこれ考えている暇はない。きっと杜も苑子が覚えていないほうが都合がいいに違いない。

　そう、それで上手くいく。

　苑子はそう自分に言い聞かせた。

「おはようございます」

　ドアが開く度ビクビクしていた苑子は彼の声に硬直した。

「おはようございます」

　いつも通り仕事に集中している振りをして顔を見ずに挨拶を返す。おそらく冷静を保てていたはずだ。

　ドキドキと心臓の音が激しくなるのを抑えたくて胸に手を当てたいのを必死で堪え、パソコンの画面を睨みつけるように凝視し続けた。

　杜は出勤時間の三十分前には必ず出勤する。今日もいつも通り、タイムカードを押すために一階のオフィスに立ち寄り、苑子に挨拶しすぐに出ていった。

　神経質になっていた自分が馬鹿みたいだと笑いたくなるほど、呆気なく終わった。何も言われなかったことが心に引っかかってしまう自分に嫌気がさしてしまう。しつこくつきまとわれるのは嫌なくせに無視されると気分を害するなんて、子供じみている。

　彼はきっと苑子の様子を慎重に窺っているに違いない。

　ここは、昨晩のことは記憶にない振りを貫き通すのが適切なのだ。

　時間がすべてを解決してくれる。

　そう苑子は信じていた。

　苑子の思った通り、杜と顔を合わせることなく営業が終了しようとしていた。

　苑子のシフトは十一時出勤で、シフトでは二十時には上がれるのだが、大抵は閉店後の作業が終わるまでバックオフィスで仕事をしている。

　必然的に遅番が多い杜と帰る時間が重なってしまうのだが、普段は気にもならないのに、今日は彼が一階に下りてくるのが気になって仕方がない。

　チラチラと腕時計に目をやり、時間を確認してしまう。

　閉店時間を過ぎると心臓が早鐘を打ち始め、喉が渇きヒリヒリして何度も乾いた咳が出た。

「店長、風邪引いたんじゃないですか？　大丈夫ですか？」

　本田に声をかけられ我に返る。

「ありがとう。大丈夫よ。乾燥してるのかしらね」

「あ、確かに。今日は早く帰って休んでくださいね。じゃあ、お先に失礼します」

「お疲れ様」

　スタッフは自分の仕事が終われば次々に帰宅していく。そうするように義務づけたのは苑子だった。

　苑子がいる時は決まって最後に鍵をかけて出ていくようにしているので、皆が上がってくれなければ仕事は終われない。

　それを皆わかっているから早く帰るように仕事を終わらせる。と、いうわけだ。

　効率を上げるためにも気を遣い合って帰れない状態はこの店舗にはない。しかし、ある人物だけはなかなか現れない。

　そう、杜はまだタイムカードを押しにきてはいないのだ。

　腕時計に視線を向ける。九時三十分だ。ため息を押し殺しとりあえずパソコンを終了する。

　社員用の更衣室に向かい、着替えて出てきたところではっと立ち止まった。

　杜がデスクにもたれるようにして立っていたのだ。

「お疲れ様です店長」と、彼は苑子に微笑んだ。

　意味ありげだと思えばそう取れる。自意識過剰なのかもしれないと自分を諫めた。

「お疲れ様、タイムカードを押したなら先に帰ってくれていいのよ」

　気を取り直してそう言ったが、杜の表情を見て失敗したのだと気づく。

　探るような視線を向けた後、彼は「待っていなかったら先に帰ったかどうかわからないじゃないですか」と、もっともなことを言った。

　確かにその通りだと悔しくなって唇を噛んでしまう。

「大丈夫ですか？」

　一瞬にして接近され顔を覗き込まれて苑子は息を呑んだ。彼の体温やいつも使っているオードトワレの香りが鼻腔を掠め、その香りが昨晩の淫らな残像をよみがえらせる。

「だ、大丈夫よ……どうして？」

「どうしてって……昨晩……無理させたかなって……」

　手に握っていた店舗の鍵がするりと滑り落ち、大理石の床を響かせた。その音にびくりと体が震える。

　目の前で杜が腰をかがめて鍵を拾っている。

「鍵は僕が締めます」

　視界に映った彼の表情は余裕の笑みを浮かべていた。

「苑子さんでも、動揺するんですね」

　からかわれているように思え、癪に障るのに、言い返すことができない。それほど苑子は動揺していた。

　彼は昨晩のことには触れたくないに違いないと思っていたのに、どうして自らけしかけてくるのだろう。

　苑子の胸は不安で押し潰されそうになる。

　杜の視線はまだ苑子を捉えたままで、苑子は彼の目を見ることすらできず視線を彷徨わせている。そんな自分が情けなかった。これでは動揺を隠しきれるわけがない。

「行きましょう」

　促されるまま店舗を後にする。

「何か食べて帰りましょうよ？」

　誘うのが当たり前のような気軽さでそう言われ、気持ちが揺れている苑子は返事をすぐにすることができず、固まってしまう。

「帰っても独りでしょ。僕も同じく、待っている人はいない。都合の悪いことはないでしょ」

　苑子は社員通用口を開ける前に立ち止まった。

　もう、我慢できなかった。彼にははっきりと言うべきなのだ。曖昧な態度を取って状況を悪化させたくない。

　苑子はゆっくりと体を回転させ、杜に向き合った。

　顔を上げて視線を合わせる。

　毅然としているように見えるように注意を払った。

「昨晩のことは記憶にないの。知りたくもない。あなたと私は副店長と店長。それ以上の関係ではない。これだけははっきり言える。相談事があるとか、特別な理由がなければ二人で食事にいく義務は私にはないわ」

　くるりと踵を返し「お疲れ様でした」と言ってドアを開け急ぎ足で立ち去った。

　彼は追いかけてはこなかった。もちろんそんな時間は彼にはないということを苑子は知っていた。通用口の鍵を閉めなくてはならないのだから。




　杜を置き去りにしたまま逃げるように帰宅した苑子は部屋に入るなりソファに座り込んだ。

　帰ってくると、生々しい残像が脳裏に再生されてしまう。

　この部屋で起こった数々の出来事を忘れたいはずなのに……。

　玄関で彼を誘惑し、そして強く抱きしめられて熱いキスをした。あんなに情熱的な……ものすごく興奮を覚えた濃厚と言えるキスは初めてだった。

　三十路まで男性経験がないわけではないが、長く付き合った男性はいない。

　アルコールを飲むと、開放的になってエッチな気分になってしまうのは自覚していた。だから、外では飲まないように気を付けていたのに……。

　しかし、昨晩苑子は飲んでしまったのだ。自分がどんなふうに彼を誘惑したのか、はっきり覚えている。

　杜に帰ってほしくなかった。キスしたかった。唇がキスを欲して熱く火照っていた。すがるように誘惑し、身を擦り寄せ、彼の肌の熱を欲した。飢えたように舌を絡ませ合い、下半身を密着させ彼を煽った。

　すべて覚えている。

　この部屋で何が起こったのか、自分が何をしたのか、彼がどんなふうだったか、すべて脳裏に映し出される。

　あの繊細な指先で、掌で、情熱的に肌をまさぐられ、その後を唇で同じように愛撫された。舌で敏感な胸の先端をなぶられ、我慢できずに甘い声が漏れてしまったことさえ鮮明によみがえる。

　苑子は目をぎゅっとつぶって、昨晩の残像を追い払おうとしたがそれはかえって記憶をよみがえらせるだけだった。

　心臓の鼓動が激しくなり息が荒々しくなる。まるで昨晩の実体験をしているみたいに興奮に包まれた。

　肌と肌が重なり合った時に感じた熱と感触に、至福のため息を漏らした。彼の熱が自分の肌から体内へ浸透していくことに安堵感が増した。なぜかわからない。いつも感じていた不安が消え去っていったのだ。

　優しく強く情熱的なキスで杜は苑子の体を支配した。脚を持ち上げられ、秘所を露わにされたのも覚えている。その後、唇と舌で敏感な場所を苑子が泣き出すまで愛撫された。

　腰を震わせ絶頂に咽び泣いても彼は止めず苑子を追い込み、欲しいと哀願させた。

　自分が曝した痴態を思い出し、惨めで泣き出したい気分なのに、苑子の秘部はしとどに濡れている。

　思い出しただけで、体は苑子を裏切って欲情し始めていた。

　情けなくて惨めなのに、体はあの快感が欲しいと濡れ始めるのだ。

　ジンジンと股の間に熱がこもり、触れたくてたまらない。

　苑子はそっと手を伸ばし、スカートの裾をまくり上げ、秘部に手を当てる。ストッキング越しにぷっくりと膨れた突起が確認できた。

　そこを指で触れただけでビクンと腰が震えた。たまらなくなって勝手に指が動き出してしまう。

　円を描くように、時折強く擦るように敏感な突起を刺激する。次第にジワジワと絶頂感が膨れ上がっていく。

　布越しでは満足しきれず、下着の中に手を入れ直に熱く濡れた場所を指で触れた。

　指の生々しい感触が杜に触れられた感触と重なり合う。

　彼の指の動き、舌の動きがリンクして、苑子は夢中になって駆け上る。全身が熱で溶けてしまいそうだ。

「あ、あ、ああっ。ぃやぁ……」

　激しく胸を上下させ、絶頂感に咽び泣くような喘ぎ声が漏れる。激しい息遣いがその後も続いた。

　脳内で彼と繋がった感触がよみがえる。トロトロに蕩けきった苑子の秘口は容易に彼を受け入れた。男の熱と圧迫感に圧倒され、翻弄され、快感が膨れ上がり恥ずかしいほど乱れて泣いた。

　そんな自分の痴態をまるで傍観しているように脳内で映し出される。

　苑子はいつしか泣いていた。

　悲しいから？

　辛いから？

　自分の失態が悔しくて？

　わからない。ただ涙が溢れて感情が加速するまま翻弄されるだけだった。

　疲れ切って眠ってしまうまで、苑子はただ泣き続けた。




　目が覚めた時、苑子は昨晩いたソファの上で服も着替えていないままの状態だった。

　夜が明けて間もなかった。

　だるい体を起こしてシャワーを浴びた後、二度寝しようかと迷ったが、杜との情事が生々しく残るベッドで眠る勇気が出ずに、早い朝食を取ることにした。

　朝はブラックティーを飲むので電気ポットで湯を沸かす。昨晩何も食べていないことから、スクランブルエッグとトーストでサンドイッチを作った。

　それを食べ終えると少しは気分が落ち着いたように感じた。

　じっくり、慎重に、これからのことを考えなくてはならない。

　はっきりと杜には意志を告げたのだから、二人の間には何もなかったことで済むかもしれない。だが、もしそうならなかったら……。

　過去の苦い経験が突如よみがえり苑子は自分を護るように体を両手で抱きしめた。

　イメージ社にいたころ、社長の息子からストーカーのように付きまとわれていた恐怖はまだ苑子の心に生々しく残っている。彼は執拗に苑子を追い詰めてきた。権力を利用して。

　あの男と杜とは明らかに違う。なぜなら、杜を求めたのは苑子なのだから。

　それでも、杜と関係を続けることは考えられない。

　上司と部下でい続けるべきなのだ。










第三章
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　杜とは上司と部下という関係を崩さないように……そう心に誓ったはずなのに、彼は苑子の領域にずかずかと踏み込んでくる。

　気がつくと息がかかるほど接近され、わざと耳元で、真面目な仕事の話をするのだ。体温さえ感じるほど近づかれては平常心を保つので精一杯だ。

　そう今も。

　杜は苑子の腕に触れるほどの距離で横に立っている。

　閉店後の店舗に残っているのは店長の苑子、メンズの責任者で副店長の杜だけだ。遅番のスタッフは上司に気を遣って時間通りに上がってしまった。そんなふうに教育したのは苑子であるのだから文句は言えない。

「店長、今日の売り上げです。予算達成しましたよ」

　苑子は杜がデスクに置いた売上報告書に視線を向けた。

「おめでとう。今月も順調ね。お疲れ様でした。どうぞ先に上がってください」

　ビジネスライクな態度を崩さないのが気に入らなかったのか、杜は苑子が使っているノートパソコンの画面を見ると、勝手に保存し、シャットダウンしてしまった。そして苑子の耳元に唇を寄せ密着してくる。

　息を鋭く吸い込み、体を硬直させて、何を言われるのだろうと神経を研ぎ澄ませる。

「今日は逃さない。話をしましょう。僕はあなたがなんと言っても逃がすつもりはないから」

　ぞくりと背筋に甘美な震えが走った。

　それを無視して毅然とした態度を取るのは不可能に思える。

「離れて」

　体を離そうとしたのを腰に手を回され引き寄せられる。その力強さに心臓がトクンと高鳴った。

「あんなに乱れて、感じてたのに、あれで本当に覚えてないとかあり得ないでしょう。何をそんなに怯えてるの？　まさか、僕が怖いの？」

　いつも以上に低く掠れた声が鼓膜を震わせる。全身が甘く疼きあり得ないことに股の間がジンジンと痺れ始める。

「は、離れて……」

　掠れた声はまるで欲情を露わにしているように思え、恥ずかしくなり頬が熱くなった。

「僕が欲しいって……何度も言った。感じてイク顔を見た。僕は忘れられない。なかったことになんかできない。あなたが欲しい」

　自分の痴態をはっきりと言葉にされ、羞恥で全身がカッと燃えるように熱くなる。

　毅然とした態度で接するべきなのに、彼の言葉通りの反応をした自分の姿を思い出してしまう。

　危険だと苑子の脳内で警笛が鳴る。それでも何もできずに彼の熱いほどの体温を感じて体が熱くなった。

「苑子さん、あなたは僕を拒めない」

　そう言われた瞬間、苑子は全身を硬直させた。

　悪い思い出が走馬灯のように脳裏に駆け抜ける。

　恐怖で血の気が引き、吐き気が込み上げてきた。

　あの男に言われた言葉が重なる。

　次第に吐き気が強くなり、体から力が抜けていく。

「苑子さん、どうしたの？　苑子さん？」

　杜の声がやたら遠くに聞こえた。

　ぐらりと視界が揺れ、苑子の意識は完全にシャットダウンした。

「苑子さん、しっかりして。苑子さん！」

　名前を呼ばれているのを意識の遠くのほうで聞き取った。

　これは現実なのか、夢の中なのかわからない。

　今自分を支えてくれているのは杜なのだろうか。それとも、悪魔のようなあの男かもしれない。

　恐怖が苑子の意識を覚醒させた。

「苑子さん。気がついた？」

　ぱっと目を開けるとぼやけた視界に杜の顔が映った。覗き込むように見られている。今自分が床に寝かされていることも自覚した。

　起き上がろうとするが肩に手を置かれ阻止される。

「急に起きたらだめだ。数分だったけど意識を失ってたんだから」

　肩を抱かれ、かかえるようにして上半身を起こされ座らされる。肩を抱かれた状態で密着されていることが気になって仕方ない。

「あ、あの……もう大丈夫。立ちくらみだと思う。立ち仕事には多いって言うじゃない。心配ないわよ」

「すごく心配したよ。救急車を呼ぼうとしてたところだ。とにかく、時間を作って病院に行って。僕がいたからよかったけど、独りの時に今みたいに失神して倒れたら大怪我するよ」

　真剣な表情でそう言われては軽くあしらうわけにもいかず、苑子は素直に頷いた。

「立てそう？」

「ええ」

　腰に手を回され抱えられるようにして立たされる。鼓動が速くなり、触れられている場所に伝わってくる彼の体温が気になって仕方ない。

「送るよ」

　有無を言わせない彼の声に反論の言葉が出てこなくなった。

　杜の言う通りだ。独りの時に意識を失ってもし頭から倒れたらと想像すると恐ろしい。

　実は今回のような失神は初めてではなかった。

　その時はストレス性の反射性失神だと診断された。

　今回は、きっと母のことがショックで、そして、あのストーカー男のことを思い出したからかもしれない。

　思い出したくない出来事を考えただけでも嫌な気分になる。もう自分はあの男から逃げることができた。もうビクビクすることもなければ、相手を怒らせないようにどうやって誘いを断るかに頭を悩ませなくてもいい。脅されることもなければ、執拗に追いかけ回されることもない。苑子は完全に逃げることができたのだと自分に言い聞かせた。

「タクシーを使おう」

　そう言われ、もう外に出ていることに気づく。杜が素早く流しのタクシーを捉まえ、苑子を車に乗せると、彼も乗り込み住所を的確に告げる。

　まるであの夜を再現したかのような状況に、否が応でも意識してしまう。

　体を硬くして窓の外を眺める振りをして横を向いた。もうこれ以上心を乱されたくなかった。

　突然ぎゅっと手を握られ、鋭く息を吸った。まだ横を向いたまま杜のほうを見ることができない。

　肩が触れるほど体を寄せてきた杜は顔を近づけてくる。彼の姿が夜の暗闇の中にテールランプの光が反射しちりばめられたようにキラキラ輝いて窓に映し出されていた。

「僕はあなたが好きだ。だから今日は何もしない」

　苑子はぎゅっと目をつぶった。

　彼の息が耳にかかり、ぞくっと甘く背筋が震え、体が熱くなるのをなんとか鎮静させようとしたのだ。

「僕を見て」

　頬に手を添えそっと向きを変えられる。咄嗟に目を開けた苑子の視線と杜の熱い視線が重なった。

「僕から逃げないで」

　苑子にしか聞こえないような囁き声が、かえって官能的な雰囲気を増幅させる。チョコレートのようにビターで甘い杜の声が脳を蕩けさせ苑子から思考を奪ってしまう。

　返事をすることも、視線を逸らすこともできず、窓から差し込むイルミネーションの光でキラキラ光る瞳を見つめていた。

　幻想的で、失神したまま夢を見続けているのではないだろうかと思うほど、現実味がない。彼の視線は熱く、本当に苑子に恋をしているように思えてくるから不思議だ。

　そんなふうに思っていた苑子の思考が現実に引き戻される。

　タクシーが停まり体が揺れ視線が逸れたのだ。

「あ、あの私が払います」

　バッグからスマホを探している苑子の横で杜はすでに会計を終えていた。

「さぁ、行こう」

　ここで揉めても仕方がない。苑子は杜に促されるままタクシーを降りた。

　腕を取られていた手が肩に回される。誰かが見たら恋人同士だと思われるに違いない。

　それほど二人は密着しており親密な雰囲気がある。

　杜は迷わず苑子をエレベーターに乗せ、正しい階に連れていく。

　まだ脳が正常に機能していないのか、まるで雲の上を歩いているようにふわふわしていた。

　思考も上手くまとまらない。

　会話もないままドアの前までたどり着く。

「鍵、お願いします」

　からかうように顔を覗き込まれ、はっとする。まだぼうっとしていてドアの前で鍵も出さずに立ち尽くしていたのだ。きっと彼は奇妙に思ったに違いない。

　手をバッグに入れてごそごそと鍵を探す。杜が横からキーチェーンを引っ張り出した。

これもまたあの時と同じだ。

「苑子さんって、仕事以外はこんなに頼りなげで……ほんと、目が離せなくなる」

　杜の言葉はしっかりと苑子の耳に届いていた。

　本来なら何か言い返しているところだが、今の苑子は疲れ切っており言葉を言う気力さえない。

「何か食べたほうがいいよ。冷蔵庫勝手に開けるよ」

　そう言うや、杜は部屋に上がり込み、迷わずキッチンに向かうと冷蔵庫を開けた。

「あ、いろいろある。休みの日に買いだめしてるんだね」

　言いながら電子レンジに炒めものを放り込む。惣菜をタッパーに入れたものを出して、そのままテーブルに置いた。

　杜は冷凍庫を開けると、冷凍ご飯を見つけて取り出した。炒めものが終わった後にレンジに入れる。

　爽快なほど手際よくテーブルに残りものが並べられていく。

　食事が用意されると、レトルトの味噌汁まで見つけて作ってくれた。

「はい、どうぞ。ま、すべて苑子さんの家のストックを漁って温めただけだけど、とにかく食べて。血糖値が下がってるのかもしれないし、食べないとだめだ。苑子さんが食べ終わるのを見届けるまで僕は帰らないから」

　脅すようにそう言うが、彼の表情は優しかった。

　トクン……と、心臓が大きく打ち付け胸が熱くなる。

「あ、ありがとう。杜さんが帰れなくなるのは困るので、いただきます」

　手を合わせると箸を取った。

　こんな可愛げのないことしか言えないなんて、大人げないと恥ずかしくなる。

「あ、あの、杜さんもよかったらどうぞ」

　向かい合って座っている杜に、食事を勧めることもしなかったことに今更ながら気づき情けなくなる。

「それじゃ少しだけ」

「あ、冷蔵庫にビールがあるのでどうぞ」

　こういう場合、女性が手際よく準備して酌をしてあげるものなのだろうが、今の苑子にそんな気力は残っていなかった。

　彼がくっと音を立てて笑った。

「そんな気を遣わないで。僕は自分がしたくて苑子さんの世話をやいてるんだから」

「えっ……」

　言葉が続かなくなる。杜はものすごく世話好きな性格なのだろうか。確かにスタッフの気持ちにも敏感で面倒見がいいように見える。苑子に対してもかゆいところに手が届くような気の利くところがあるのは確かだ。

「誤解しないで。仕事での気配りと、苑子さん相手とは意味が違う。今の……この現状は僕があなたを個人的に心配しているんだよ。いたわってあげたい。なんなら寝かしつけることもしてあげるよ」

　意味深な言葉を囁かれて耳まで熱くなる。

　こんなふうにひっきりなしにアプローチされるのは正直苦手だ。

　杜が本当に苑子に恋心を抱いているとはどうしても信じられない。もし彼の恋心が本気だったとしたら。それこそ苑子は脱兎のごとく逃げ出したくなる。

「苑子さんは僕を信じてないでしょ。たぶん男性が怖い？　それなら、信頼されるまで、あなたに触れない。キスさえしない……信用してもらえるように我慢してみせる」

　耳を疑うような言葉に顔をあげると杜の真摯な視線に絡め取られた。

　さっきまでからかうように笑っていたのに……。

「ど、どうして？　どうして私にこだわるの？　あなただったら選り取り見取りでしょ。私みたいな年上の上司なんて……面倒なだけよ」

「だから好きになったのかも……と、言ったら？　納得する？」

　顔を覗き込むように近づかれゴクリとつばを飲み込んだ。

「い、いえ」

　苑子の素っ気ない返事を聞いて彼は顔を引っ込め元の位置に姿勢正しく戻った。

「だろうね。あなたはきっと僕がどんな言葉で口説いても信じはしない。そもそも人を好きになるのに理由なんているのかな。相手がどんな人だろうと、どんなルックスだろうと……年上だろうが未成年だろうが……好きになる時は制御できない。気がつかないうちに気になって目で追っている。でも、人には理性があるから、未成年に恋をしないように制御する。苑子さんは年上で僕の上司だけれど禁断ではない。抑える理由がない。社内恋愛が禁止されているわけじゃないしね」

　彼の言うことは正論である。

　杜は苑子の信頼を得ることが大事だと考えていることも理解した。

　そんなふうに言われたのは初めてで、嬉しいのに動揺していた。

「苑子さんに信頼されることは簡単なことじゃない。それも僕はわかっているつもり。あなたは人を寄せつけない。男だけというわけじゃない。誰にでもバリアを張る。絶対に自分の領域には入れさせない。でも、僕はあなたの領域に踏み込んだ。偶然だったけど。僕は少しうぬぼれているのかも。ほかの誰よりもチャンスがあるって……」

　陶酔するように彼の言葉に聞き入ってしまう。

　杜の言うことに確かにそうだと納得させられる。彼は苑子の堅牢な防御壁を難なく越え、接近してきた。

　そして、苑子のプライベートな領域に簡単に入ってきた。苑子は拒絶しなかった。そう、望んで受け入れたのだから、杜がチャンスがあると思っても何ら不思議はないのだ。

「僕が今言ったことを何度も思い出して。そして僕がどんな人間かよく考えて」

　呪文のように心に残る言葉を残して彼は席を立った。

「おやすみなさい。苑子さん」

　苑子の瞳を熱く見つめた後、杜は部屋を出ていった。








（二）






　――苑子さんに信頼されるまで、僕はあなたに触れない。キスさえしない……。

　そう宣言した通り、杜は実行している。苑子を毎日夕食に誘い、断っても家まで送ってくれる。帰宅途中であんなふうに失神するかもしれないと思うと心配だからと杜は言う。

　本気で心配していることが伝わってくるだけに、強く拒絶できなかった。

　そんなふうに親身に苑子を思ってくれている杜だが、以前のように体に触れたりはしなくなった。近すぎず遠すぎずの距離を保っている。

　杜に対する信頼度は苑子の心の葛藤を無視して日ごとに増していた。

「店長、お疲れ様です」

　いつものようにバックオフィスに現れた杜は売上報告書を苑子の前に置くと、にっこりと笑った。

　あくまでも上司と部下といった感じだ。

　それが物足りないと感じている自分がいる。杜に体を寄せられて好きだと言われた時のドキドキするような親密さが恋しくなる。

　おかしなものだと思う。

　言い寄られれば逃げたくなるのに、距離を置かれると恋しくなる。

「どうかした？　もしかしてまた気分が悪い？」

　顔色を確かめるように顔を覗き込まれはっと我に返った。こんなふうにぼうっとしていると杜は苑子がまた失神するのではないかと心配になるのだろう。

「え、あの、大丈夫よ」

「ほんとに？」

　顔をさらに近づけて観察するように見られると、恥ずかしくなる。久しぶりに接近され心臓が早鐘を打ち始めた。

　杜がつけているトワレの香りが鼻腔をくすぐり、いらぬ妄想が脳裏を過ぎり始める。彼との濃密なあの夜を思い出してしまうのを止めようと息を吸い込んだ。

「大丈夫、本当に大丈夫だから」

「じゃあ、もう帰ろう。今日は僕が夕食作るから」

　照れたような表情。そんな顔を見たことがなかったので、苑子はますますドキドキしてしまう。

「料理できるの？」

　苑子の家の冷蔵庫には一週間分の料理がタッパーに保存してある。休みの日に作っておくのだ。ご飯は冷凍しておき、帰宅して電子レンジに入れれば食べられるようにしてあった。

　杜はそれを知っていて、毎回苑子を送ると冷蔵庫を開けてレンジで温めて夕食の準備をしてくれる。必然と一緒に食事をとるようになった。

　苑子の料理が美味しいと褒められるのは、正直嬉しい。こんなふうに過ごして一週間が経とうとしていた。

「これでも、苑子さんを喜ばせたくていろいろ勉強したんだよ。ちゃんと、家で一度作ってみて、食べられるものかどうかも検証したから大丈夫。でもやっぱり苑子さんの腕には敵わないけどね」

　おどけるような表情にも鼓動が妙に速くなり苑子の頬を熱くさせる。

「ふぅん、じゃあ、楽しみにしてる」

　杜は苑子に嬉しそうな笑みを向けた。その表情に胸が熱くなる。きゅんと胸が疼き、苦しくなる。

　――これは……どうしてなんだろう？

　杜といると時折こんなふうになってしまう。これは、恋しているということなのだろうか……？

　苑子は今思った考えをすぐさま打ち消した。

「じゃあ、行こうか」

　促され、苑子は帰る準備をした。




　帰宅後、杜が料理をしている間、苑子はスーツから部屋着に着替えた。そっと覗いてみると、案外手際よく包丁を使っている。

「何か手伝うことある？」

　覗き込んでいる苑子のほうに彼は視線を向けてクスリと笑う。

「心配？　大丈夫だよ。今日は僕が料理するんだから、苑子さんはゆっくりして」

　そんなふうに言われては、邪魔するわけにはいかず、仕方なくソファで座ってテレビをつけることにした。

　それでもやはり、杜のことが気になって仕方ない。

　ついついキッチンに立つ背の高い男性の後ろ姿を目で追ってしまう。

　容姿端麗で自分よりも三歳若い。彼が本気になれば口説けない相手などいないように思える。琥珀色の柔らかそうなくせ毛の髪と薄い色の瞳、肌も健康的な小麦色で元々そういう色なのか、焼いているのかはわからないが、サーファーふうに見えることから女性にもてるに違いない。そんな誤解をされることは想像できた。

　どうして地味なキャリア志向の苑子を彼は欲しがるのだろう。

『人を好きになるのに理由なんているのかな……相手がどんな人だろうと、どんなルックスだろうと……年上だろうが未成年だろうが……好きになる時は制御できない。気がつかないうちに気になって目で追っている』

　と、彼から言われた言葉が耳に響く。

　その時はっとする。苑子こそが、杜が気になって目で追っているではないか。

　――好きになる時は制御できない。

　何か自分では抗えない熱と力に支配されている。そんなふうに苑子は感じた。彼の言う通りだ。人を好きになるのに理由なんてない。ただその人ですべてが埋め尽くされてしまう。

　相手のことが気になって仕方なく、目で追い、考えることを止められない。

　自分はもうどうにもならないほど杜に恋している。そのことを自覚し、苑子は愕然とした。

「できましたよ、苑子さん」

　呼びかけられ、現実に引き戻される。テーブルはすでにセッティングされ、料理が並び、白ワインも用意されていた。

「うわ、すごい。こんな短時間で準備できるなんて、驚きだわ」

　本気で驚いていた。杜は照れたように笑っているが、皿に盛り付けられたチキン南蛮は彼が作ってくれたのだ。

　ご飯は冷凍を温めたもので、惣菜は買い置きのものでも立派なディナーだ。

「誰かに料理してもらうなんて……すごく嬉しいものなのね」

　母の手作りの料理を食べさせてもらったことが遙か遠い昔のことに思えて胸が苦しくなった。

　涙が溢れ出しそうになって必死でそれを堪え笑顔を作る。

　杜はそんな苑子を優しく見つめていた。

「リビングに飾ってある写真、一緒に写ってるのはお母さん？」

「あ、うん。そう」

　苑子は肯定しただけで、席に着き、「いただきます」と手を合わせた。

「どうぞ、冷めないうちに。それでお母さんは今どちらに？」

　杜は苑子が独り暮らしをしていると思っている様子で、実家がどこかを聞いているのだとわかった。ごく普通の会話だけれど、苑子は返事をするのに時間がかかってしまう。

　自分の弱みを知られるのが怖かった。母が病気で入院していることを知られたくないという気持ちに支配される。

「あの、変なこと聞いたかな？　言いたくなければ、言わなくても……」

「いえ、あの、そういうわけじゃ」

　思わず杜の言葉を遮っていた。また壁を作っていると思われたのかもしれないと思うと居ても立っても居られなかったのだ。

　そんなふうに思う自分が不思議でならないが今それを追及する余裕はない。

「母は……入院中で……あのうちは母子家庭なの。ずっとこの団地に親子で住んでいるの」

　思い切ってそう告げるとすっきりした気分になった。

　両親のいる杜にはきっと衝撃的だったのかもしれないと、おそるおそる彼の顔を見る。

　彼は神妙な表情をしていた。目が合い、その真剣な眼差しにドキリとする。

「そうなんだ。苑子さんがどうして防御壁を張っているのか、なんとなく理解できた。僕のこと、苦労の知らない青二才だと思っているでしょ。確かにそうかもしれない。苑子さんから見ると、僕なんて頼りないよね」

　少し投げやりな口調。初めて見る彼のナイーヴな一面に、苑子は一気に親近感を持った。

「びっくり。そんなふうに思うなんて」

　思わず笑いが込み上げてきて、声を出して笑ってしまう。

　彼の驚いた表情を見ると尚更止まらなくなった。

「なんで笑うの？　ここ、笑うとこ？　ひどいな……苑子さん」

　ふくれっ面の杜がとても可愛く見えて、笑いの発作が引っ込まないままだ。

「あはは、だってすごく可愛いんだもの」

「可愛い？　これが？」

　眉間に皺を寄せふてくされた表情のまま自分の顔を指で指す。そういうところも、苑子には可愛く見えてしまう。

「うんうん、その顔。ふてくされている顔が可愛い。うふふ」

「僕は二十七の大人の男だよ。可愛いなんて言われると複雑だな」

「でも、可愛いは褒め言葉よ。まぁあなたは女性からかっこいいと言われることはあっても可愛いと言われたことはなかったんでしょうけど」

　自分で言っていて確かに杜は可愛いとは言われたことがないのだろうと納得できた。

「別に苑子さんがそう言うなら、可愛いでも何でもいいけど。で、お母さんの具合は？」

　今度は真面目な表情でそう問われ、苑子はここで正気に戻った。

　一つため息を漏らしてしまう。散々笑った後、心を落ち着けようと深呼吸をした。

「余命幾ばくもないって言われているの。覚悟はしているけど……母には、そのこと告げてなくて……家に帰りたいってそう言っている。でももし何かあった時、病院のほうが安心だし……正直ここに連れて帰ってあげたい気持ちはあるけど、私の心が決まらないっていうか……」

　どうしてこんなにも正直にすべてを話してしまうのだろう？

　苑子は不思議に思いながらも杜にありのままの状況を説明していた。

　テーブル越しに手をぎゅっと握られ、苑子は視線を杜に向けた。真摯な瞳に捉えられた瞬間、胸がじわりと熱くなった。

「苑子さんの気持ち、わかるよ。ちゃんと僕は理解している。僕はあなたの支えになりたい。苑子さんの気持ちが決まったら、僕も様子を見にここに来てもいい。あなたの助けに必ずなる」

　想像もしていなかった言葉に何も言えなくなる。

「どうして……？」

　出たのは疑問だけだった。どうしてそんなふうに優しいの？　そう聞きたかったのに、言葉が続かなかった。

「あなたが好きだから。だから力になりたい。そんな複雑に考えないで。ほら、冷めちゃうよ。食べてしまおう。明日は店長会で本社ミーティングでしょ」

　情けないことに彼にそのことを言われるまで完全に失念していた。

　いつも店長ミーティングは数日前から緊張し、資料作りに必死になり夜も眠れないというのに。

　杜はそんな苑子の状態をわかっているのか、予算報告書から必要な書類をすべて用意してくれるようになった。それでも前日はストレスで眠れなくなるのに、そんな店長ミーティングのことを完全に忘れていたのだ。

「信じられない……私……言われるまで忘れてた」

「ははっ、マジで？　あんなにいつもナーバスになってるのに」

　目尻に皺を寄せ笑う杜の表情から目を離せなくなる。

「もしかして……だから今日は料理してくれるって言ったの？」

「えっ？　あ、いや、たまたまだよ。そこまで気が利かないって」

　苑子にはわかった。そう言っているが、杜は気を利かせて夕食を準備して苑子の負担を軽くしようとしてくれたのだ。資料の準備もそう。彼は頼まなくても必要なことを把握し先に準備してくれる。すべて苑子のために。

　喉がヒリヒリと痛くなり、泣き出してしまいたい。

　こんなふうにいたわってくれたのは今まで母だけなのだ。

「ねぇ、今日は……帰らないで、独りにしないで……そばに……いて。栄樹」

　ずるい女だとわかっている。

　名前を呼んですがったら、彼は拒否できない。そうわかっていてわざと名前を呼んだ。彼が苑子に呼ばせたがった名前を。

「苑子さんは飲むと素直になるね。可愛くなったり、わがままになったり。本来の姿が出る。こんなに可愛い人に抗えるわけがない……」

　ガタッと、椅子から立ち上がる音を聞いたと同時に後頭部に手を添えられ引き寄せられると唇が重なった。その瞬間に欲情のスイッチが入った。自ら腰を上げて、杜に抱きつくように両腕を首に回す。

　テーブルを挟んでいるので体が離れていることがもどかしい。だからなのかキスに夢中になった。自ら口を開き舌を絡める。競い合うような動きは激しさを増し、唾液が絡まる音が淫靡に響いた。

　肌が汗ばむほど体が熱くなっている。子宮の辺りがジンジンと痺れて、腰が震えた。

　股の間がもどかしく、太ももを擦りつけるように動いてしまう。そうすると蜜が溢れ出し下着を濡らした。

　舌を絡ませながら、時折吸われる刺激に呻き声のようなくぐもった声が喉から漏れた。そうしているうちに彼が少しずつ体を移動させ、苑子の体に手が届くようになると、腰を掴まれ抱き寄せられる。

　ぎゅっと抱きしめられ、体を擦りつけるように動かれるとたまらなく感じた。ただ服を着たまま体を擦りつけているだけで、燃え上がるような熱に包まれ、胸の先端から敏感な股の間の突起が連結したかのように甘く疼き始める。

　息を切らせながらの深く淫らな口づけは、苑子の興奮を煽り否応なしに感度を上げる。

「ふぅ……ぃやぁ……」

　不意に唇を離され、抗議の声が出た。

　間近に彼の欲情で潤んだ瞳がある。苑子は息を弾ませながらその瞳に魅入った。

「もうあなたに夢中だ。こんなにエッチなのに……普段はあんなに澄ましていて冷たくて、誰も寄せつけない。僕がこんなに好きなの……わかってる？」

　甘く掠れた声で囁かれる熱烈な言葉に夢見心地になる。

　ぼうっと欲情に潤む瞳に魅入られていると彼がふっと妖艶に笑った。

「蕩けきってる顔をしているよ。もしかして、ちょっと触っただけでもイクほど濡れてるの？」

　そう言うやボトムのベルトを外され、ボタンとファスナーを下ろされる。素早い動きで抵抗さえできないまま下着の中に指が入ってきた。

「はぁ……ぁ……」

　少し冷たい指の感触にぞくりと背筋が震え、甘い声が喉から溢れる。

　指で蜜を絡め取られ、動かされるとクチュクチュと淫靡な音がした。耳に届くその水音は苑子の羞恥と興奮を増幅させる。

「すごいことになってるよ。グチョグチョだ。キスだけでこんなに濡らすほど感じやすいんだ」

　羞恥を煽るような恥ずかしい言葉に苑子は彼の思惑通りに感じていた。

「ん……ぁ……ああっ……」

　背筋を震えさせる甘い電流のような痺れが駆け抜け、否が応でも喘ぎ声が漏れてしまう。

　秘部を開き濡れそぼつ皮膚を優しく撫でる指先は、時折敏感な突起に触れてはすぐに去ってしまう。

　焦らされる拷問に泣き声のような恥ずかしい声が漏れた。まるで哀願しているような甘えた喘ぎ声に羞恥が増す。

「ひぃ……ぃやぁ……焦らさ……ないで……」

　苑子は無意識に哀願の言葉を発していた。その刹那、彼が苑子の前に跪いた。

　両手を秘部にあてがいそこを開かされ、むき出しになった雌芯に口づけされる。心臓があり得ないほど早鐘を打ち始める。

　軽く吸われ、舌で舐められるその衝撃は強烈で、苑子は我を忘れた。

　男性に跪かれて恥ずかしい場所を舐められている状況は興奮を煽られる。苑子は彼の髪に指を滑り込ませると、陶酔しながら快感に呑み込まれていった。

「ああんっ……ぁ、ああっ……だ、だめっ……ぁ……ぃくっ……はぁああっ」

　ガクガクと腰を大きく震わせてしまう。まるで彼の唇に擦りつけているようだ。

　甘い余韻に浸る暇もなく、体を回転させられ、テーブルに手を突かされる。

「心配しないで、ちゃんと避妊するから、挿れるよ」

　快感の中で蕩けた意識の中、彼の言葉に頷く。避妊なんてどうでもよくなるほどすぐに彼が欲しかった。強く激しく貫いてほしい。

　苑子の気持ちを察したように杜は奥深くまで一気に押し入った。

「はぁ……ああっ……」

　甲高い声が漏れ、体が上下に揺さぶられる。テーブルがきしむ音で行為の激しさが強調される。

「ぁ……たまらない……苑子……」

　名を呼ばれきゅっと膣内が収縮した。

「あっ……」

　杜の堪えきれないような声を聞き、苑子の快感が駆け上がる。声も出ないほどの絶頂感が押し寄せる中、激しく揺さぶられる。

「だめだ、もう……」

　耳元で囁かれた掠れた声が鼓膜を揺さぶる。全身が熱くなり、痺れ始めると苑子の体は絶頂感に歓喜しているように震えた。

「あ、ああっ……あああっ……」

　嬌声を上げ、苑子は得も言われぬ快感の中にズブズブと吸い込まれ溶けていった。




「苑子さん、起きてください。今日は店長ミーティングですよ」

　耳元で囁かれた言葉にはっとし、目をぱっと見開いた。

　映っているのはかすんだ寝室の天井だった。ふと声がしたほうに視線を向けると、にっこりと爽やかな笑みを浮かべた杜がいた。

　彼の顔を見て苑子の脳内に昨晩の残像が流れ始めた。

　今度は布団の中に潜ったまま出たくなくなるほどの羞恥に襲われた。

　自分はまたとんでもない失態を杜に曝してしまったのだと思い出したのだ。

「店長ミーティングに必要な書類、キッチンのテーブルに置いてあります。まず朝食を取って、それに目を通してください」

　まるで苑子の秘書のように的確に指示をし始めた杜の顔から目が離せない。彼がすでに仕事モードに入っているのが言葉遣いで理解できた。

「わ、わかったから、シャワーを浴びるまでキッチンで待っていて」

　自分が全裸なのを把握し、とにかく彼を部屋から追い出したかったのだ。

「え、あ、そんな恥ずかしがることないでしょう。もう苑子さんの体で見てない場所はないよ」

　ニヤリと意味深な笑みを向けられ全身が熱くなった。

「まじでそんなとこも可愛い」

　杜は笑いながら寝室を出ていった。可愛いと言われる度に違和感を覚えていた苑子だが、ここまで連発されるとさすがに馴れてくるから恐ろしい。

　自分が可愛い女ではないことくらいわかっていたはずなのに……。

　杜にほだされていることを自覚してはいるが、それさえ心地よく感じているのだから救いようがない。

　ふっと、笑みが自然にこぼれた。

　そんな自分にしっかりしろと叱咤し苑子はバスルームへ向かった。








（三）






　店長ミーティングは本社で行われ、北は北海道から南は沖縄までの全店長が集まる。

　月一で行われるミーティングには担当営業だけではなく、広報や販促の責任者、それに尾居おいＣＥＯも参加する。

　苑子は杜が用意し、しかも丁寧に解説までしてくれた資料を手に本社のエレベーターに乗った。

　本社ビルの二階までが本店なので、通常の勤務とそれほど変わりはない。しかし全店長が本社に出向くとあって、必ず本店に寄って帰ることからスタッフ全員気が抜けない状態だ。

　緊張しながらいつもの会議室へ向かう、そこにはすでにちらほら地方の店長の姿が見受けられた。

　挨拶してドア付近に近い場所に座っていると、社長秘書の重野しげのが入ってきた。

　目的は苑子のようで、すぐに近づいてくる。

「おはようございます鹿島店長、会議が終わったら、ＣＥＯ室にお越しくださいとのことです」

　苑子の返事を聞かずに彼はすぐにその場を立ち去った。

　いったい何を言われるのだろう。不安が押し寄せ、そればかりに囚われてしまう。

　結局会議中も不安感で押し潰されそうになり、気もそぞろだった。

　本店の売り上げは目標を難なくクリアしている。呼ばれる理由が見当たらないから余計に考えてしまうのだ。

　激励されるほどの売り上げを上げていれば、意気揚々としていられるが、そうでもない。

　もっと鉄のように堅牢な心を持っていればいいのにと情けなくなる。

　苑子は店長会が終わるとすぐにＣＥＯ室へ向かった。

　ＣＥＯと彫られた金のプレートのある部屋に行くまでに秘書室を通らなくてはならない。苑子に声をかけてきた重野と目が合う。彼はすぐに席を立ち苑子の傍にやってきた。

「どうぞ、尾居ＣＥＯがお待ちです」

　彼がそう言って先を歩くのに苑子は従った。

　部屋をノックし、苑子が来たことを告げた重野はドアを開け入るように促す。それに従って苑子はＣＥＯ室に入った。

「鹿島店長、忙しいところ呼び出して済まないね」

「恐れ入ります。失礼いたします」

　デスクの傍まで近づき頭を下げる。

「どうぞ、お座りなさい。今日は君にお願いがあって来てもらったんだ。わたしに気を遣うことはない」

　椅子を勧められ言われるままに苑子は腰を下ろした。

　いったいお願いとは何だろうと、問いたくて気が焦るが、それをなんとか押しとどめる。

　落ち着いた振りをして、尾居が話し出すのを辛抱強く待った。

　尾居は六十代のはずなのに年齢を感じさせない若さを保っている。三十代のような肌の艶を目にして苑子は心の中で驚愕していた。

　まるでヴァンパイヤのように生き血を飲んで若さを保っているような気がしてくる。

　そんなことを考えていると、尾居が苑子に視線を向け目を合わせてきた。その真摯な視線に一瞬にして緊張感が増す。

「君に助けてほしいんだよ。これは個人的なお願いなんだ。とにかく、受けてほしい」

　これは何か複雑な事情があるのだと苑子は瞬時に察した。

「はい、私にできることでしたらお力になれるよう最善を尽くします」

　苑子が力強くそう言うと尾居は笑顔になった。

「君はなかなかものわかりがいいようだ。実はね。君に見合いをしてほしいんだ。いや、これは形式だけで、相手方がどうしてもと君を指名してきたんだよ。どこかで見初めたそうなんだ。実は本社の知り合いのご子息でね。わたしの立場では断るに断れない……とにかく一度見合いという形式でセッティングしたいと言うんだ。お願いできるかな」

　苑子自身驚愕を隠しきれなかった。

　とにかく目を大きく見開き尾居の顔を凝視するしかなかった。三十路で未婚の女を見初めるなどあり得ない。おそらく二十代と勘違いされたのだろうが、苑子はそもそもそこまで若く見られることはないほど落ち着いている。というより老けているのだ。

　杜といい、その相手といい、ピント外れのモテ期がやってきたのだろうかと、おかしくなる。

　実際苑子は尾居を前に笑っていた。

「あの、本当に私ですか？　この私ですよ？　絶対誰かと勘違いしてると思うんですけど……お会いしてこの女じゃないってことになるかもしれませんよ」

　尾居を前に笑いながら冗談めかせて話しているのが信じられなかった。苑子のそんな態度も尾居は気を悪くしないどころか面白がって一緒に笑い出している。

「ははは、いや、君で間違いないよ。写真も見せられた。だから心配はいらない。彼は本当に君に一目惚れしたようだ。まぁ気に入らなかったら断る理由をあとで考えればいい。まず、会ってもらうことが大事なんだよ。会うという誠意を見せればあとは何とでもなる」

　尾居がそう言うのなら従うしか苑子には術はない。

「はい、では、お会いしますが……お断りすることになっても本当に大丈夫でしょうか」

「ははは、それは言った通り、一緒に断る理由を考えよう。しかし意外に上手くいくかもしれないよ」

　そんなことにはならないと苑子にはわかっている。なぜなら苑子の心はもうすでに杜に囚われてしまっているからだ。




「お見合い？　どうして断らないんですか！」

　杜には事情を言っておくべきだと思った苑子は尾居に呼ばれ、見合いをさせられることを素直に告げた。

　その第一声がこれだった。確かにどうして断らないのかと思うのは理解できる。

　苑子は尾居との会話を的確に説明した。

「私的にはＣＥＯに借りを作っておくチャンスだと思ったの。それくらいしたたかにならないと、この業界で生き残れないじゃない。いつまでも売り上げを伸ばし続けることは難しいわ。低迷した時の後ろ盾が必要なのよ」

　あからさまな杜のため息が苑子の神経を逆なでしたが、それをぐっと堪えた。

「外資のＣＥＯだって雇われだ。簡単にお役御免、解雇になって次のＣＥＯがやってくる。そんな世界なんだよ外資は。あなたはまったくそれをわかってない。恩を売るだけ無駄だ。無駄な見合いなんてする必要ないのに……くそっ」

　怒りを露わにした杜に驚愕した。

　今までこんなふうに感情的な姿を見たことがなかったから余計に驚かされた。

「お、落ち着いて。ただ会って食事するだけだと思うし、断ること前提だとＣＥＯもわかっているんだから……ただの茶番よ」

　何か言いたげに苑子を見た杜は口を開きかけてすぐに閉じ、歯を食いしばるように口元を引き締めた。

「心配しないで」

　そう言って彼の腕を掴んだ。店舗のバックルームなので抱きしめることはできない。それでも彼は苑子の気持ちをわかってくれているに違いないと思った。

「わかったよ。でも何かあったら絶対僕に連絡して。それにいつどこで会うのかも……必ず教えて……」

「わかってるわ。ちゃんと教えるから。それにそんなに心配する必要なんてないから」

　あまりに神経質になっている杜が可愛く見えてしまう。これほど苑子を気にかけてくれるのは母以外にいなかったからか、嬉しくなる。

　愛おしさが増していくのを苑子は感じていた。










第四章
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　ポツポツと車の窓に雨の滴が当たっては流れ、視界が曇る。それでも目的地の高級ホテルに近づいていることはわかった。タクシーが滑らかに停車すると、ドアが開いた。

　スマホで支払いをして降り、ホテルの回転扉を通る。

　平日のホテルは閑散としていて、行き交うのは最先端のブランドに身を包んだハイクラスな主婦層で、年齢にはかなり幅がある。

　平日の昼食の客層を観察しながら、苑子は目の前に広がるラウンジを見渡した。

　尾居とここで会うことになっている。

　入り口で立っている苑子にフロアスタッフが近づいてきた。

「お一人様ですか？」

「いえ、待ち合わせなんですが……あ、あの人です」

　名前を聞かれる前に苑子は歩き出した。

　近づいていくごとに尾居で姿が見えなかった男性の姿が明らかになる。その姿を確認した瞬間、苑子の耳に強い警笛が鳴り響き体が硬直して動けなくなった。

　ぐっと奥歯を噛み、立ち尽くしていると、その男が先に苑子に気がついた。

　苑子と目を合わせた男は意味深に微笑むと、ゆっくりと立ち上がる。

「鹿島苑子さん。会えて光栄だな」

　少し甲高いその声も、わざとらしくゆっくりとした話し方も癪に障る。その本心を今ここで表情に出し、言葉にして侮辱してやりたい気持ちが膨れ上がるが、必死で押し殺した。

　尾居はすぐに苑子に振り返ると立ち上がった。

「ああ、鹿島さん、時間通りだね。こちらが、君に紹介したい墨田すみだ悟さとるさんだ。墨田さんは君が以前働いていたイメージ社ＣＥＯのご子息だよ」

　そんなことは言われなくても知っている。この男に苑子は執拗につきまとわれていたのだから。

「どうぞ、おかけください」

　墨田にそう促され、苑子はそれに従い尾居の横に腰掛けた。

「私は、そろそろ仕事に戻らなくてはならないんだが、鹿島さん、大丈夫かな？　今日はここの最上階のダイニングのランチを予約してある」

　この男と一緒に食事だなんてぞっとする。しかし、ＣＥＯの前で失態を犯すわけにはいかず必死で平常心を装った。

「ええ、大丈夫です。尾居ＣＥＯ。あとで会社に寄ります」

　目力を込めて必死で拒否するなと訴える。その時間がとてつもなく長く感じられ冷や汗が背筋に流れ落ちる。

「休みの日にすまないね」

　苑子の必死の訴えが通じたのか、尾居は優しく微笑んで立ち上がった。

「では、わたしはこれで失礼します。墨田さん、お父上によろしくお伝えください」

「ええ、もちろん。今日はお手数をおかけした上、ご足労いただき、ありがとうございました」

　立ち上がり優雅に礼をする姿を目の端に捉えながら、苑子はこの男の愛想の良い表の顔と裏の本性がどれほど利己的かを思い出していた。

　尾居は苑子の目を見て頷いた後、立ち去った。

「突っ立ってないで座ったら？」

　言葉遣いが突然変わった。

　逃げ出したい気持ちに蓋をして、冷静を装い腰掛けると相手の目を黙って見据えた。

「そんなふうに熱烈に見つめられると……困ったな……勃ってしまったじゃないか」

　ぐっと奥歯を噛みセクハラに耐える。このような言葉のセクハラは日常茶飯事だった頃を思い出す。逃げ出すチャンスを得て、幸運が転がり込んできたと安堵したのに。また、この男のせいで地獄に引きずり落とされるなんて絶えられない。絶えられるはずがない。

「いったい私に何の用でしょうか。尾居ＣＥＯに頼まれたから来ただけで、用がないなら帰らせていただきます」

　毅然とした態度を貫き通す。怯えていることを知られるわけにはいかなかった。もし少しでも隙を見せたら、その時は襲いかかられる。

「そんな冷たいこと言わないでよ。久しぶりに会えたんだ。ゆっくり話をしようよ。それに見晴らしのいい最上階のダイニングのランチを予約してもらったんだ。それを無駄にして逃げ出してきたと尾居さんに言えるのか？」

　嘲笑され、余計に神経を逆なでされ、苑子はぎゅっと奥歯を噛みしめた。そしてすぐにバッグの中からスマホを取り出した。

「予約は私の方でキャンセルを入れておきます。お話はここで伺います」

「どうぞ、お好きなように」

　含みのある笑みを向けられ警戒心が増す。。嫌な予感しかしない。

　苑子は冷静に考えを巡らせる。昼食を取ることで墨田の気持ちが晴れるなら、我慢してみる価値はあるのではないだろうか。

　逃げてばかりだったから、それがかえって苑子への執着心を増幅させてしまったのだろうか……。

「いったい、何が望みなんですか？」

　くくく――堪えるように喉を鳴らして笑い始めた墨田を警戒する。目が離せなかった。怖かったのだ。目を逸らしたら、すぐにでも襲いかかってきそうで、恐ろしかった。

「俺の望み？　それはお前を俺の前に跪かせて泣かせることだよ。知ってるだろ。俺の妻にしたいんだ。お前しかいない。ずっとそう言ってきただろう。なのにどうして信じないんだ。こんなに愛してるのに。なんでだよ。今まで手を出さなかったのはなぜだ。お前を大事にしてるからだろう。いい加減わかれよ、苑子」

　まるで自分の女に話すような馴れ馴れしい口調、支配的な言葉の数々に怖じ気が走る。

「狂ってる……究極のエゴイスト。私はあなたの妻になんかなりたくないし、大事にしてるとか何なの？　私に何かしたらそれは暴行行為で犯罪だから」

　せせら笑うような嘲笑を浮かべ、喉を鳴らせて笑っている墨田を目の当たりにして、薄気味悪さが増す。怖くて一時も目が離せない。

「お前、馬鹿な女だな。女はほんと馬鹿すぎて笑いが止まんねぇわ。お前に拒否権あると思ってんの？　お前の母さん、入院中で金がいるんだろうが。そうでなくても今の会社で悪い噂が立ったら即刻店長クビだよな。ヒヒ……ヒヒヒ……ひゃははっ……」

　奇妙な声を出して笑い出され、苑子は硬直した。

「そんなことが脅しのネタになると思ってるなんて……馬鹿らしすぎて笑うこともできないわ」

　精一杯虚勢を張り、啖呵を切って椅子から立ち上がると、踵を返し早足でその場から立ち去った。後ろを振り返ることは死ぬほど怖くてできなかった。

　とにかく人がいる間にタクシーに乗り、会社へ行かなくては。

　そこなら安全だ。

　苑子の一番安全な場所。そこで、杜の仕事が終わるまで待っているのだ。彼はずっと苑子と一緒にいてくれる。いつもと同じように。ただそれだけでいい。

　タクシーの中で震える手をぎゅっと握りしめた。

　苑子が高卒で入社した日本大手のアパレル、イメージ社は二十代から四十代までのキャリア志向の洗練されたブランド『ノーリミット』がヒットし、急成長したいわゆる成り上がりで、労働条件は決していいとは言えなかった。

　墨田悟は表向きは愛想が良く、人から好かれるタイプで誰とも話を合わせることができ、行動力があるリーダー格だった。営業部の一員で特別扱いをされていたわけではないが、名字が社長と同じ墨田だったことから、推測で息子ではないかと言われていたが、実際にそうだった。

　彼を狙う女性社員は多かったのに、なぜか苑子に興味を持った墨田は強引にアプローチしてきた。

　日ごとに彼に対して嫌悪感が増していった。もしかしたらただ被害妄想が強すぎただけなのかもしれない。

　一度感じてしまった彼に対する不快感はなかなか払拭できない。

　自己中心的で、話がまったく通じない人に会ったのは墨田悟が初めてだ。

　彼は思い通りに事を運ぶためには平気で嘘をつく。人の良心につけ込み同情心に訴えかけることもする。脅すこともいとわない。それが上手くいかなければ、今度は周りを巻き込み、嘘を吹き込み、仲間はずれにして孤独感を味わわせ、自分しか味方がいないのだと思わせ、巧妙に人を操るのだ。

　苑子はそんなことをされても、断固として墨田を拒否した。

　なぜなら、彼が怖かったからだ。とにかく関わりになりたくなかった。

　墨田のような人をソシオパスというのではないかと、恐れてもいた。

　彼は社長の息子という社会的地位もあり、ルックスもいい。仕事もそつなくこなし信頼も得ている。しかし、苑子は墨田の裏の顔を知ってしまった。だから彼に対していつも緊張し、警戒していた。

　墨田から逃げ出せたのは、運良く尾居直々にヘッドハントされたからだ。

　尾居が苑子に与えてくれたチャンスは偶然かもしれないが、その期待にどうしても応えたい。それが母を助けることにもなると苑子は信じていた。




「着きましたよ」

　運転手に声をかけられ、現実に戻される。

　ドアはすでに開いており、なかなか決済をしない客に痺れを切らしたのだろう。

「す、すみません。すぐに支払いします」

　スマホ決済を済ませ、タクシーを降りた。

　見慣れている本店の前でウィンドーに目を向ける。この二階に杜がいると思うと、視線が勝手にその場所へ向かった。

　――あ……。

　二階のウィンドーに杜が立っていて苑子を見ており、視線が絡み合った。

　甘い笑顔を向け手を振ってくれる。それだけで、不安が薄れていくのを感じる。胸の辺りが熱くなり、彼のもとへ駆け寄って抱きしめられたい。

　今までにこんなふうに熱い思いに駆られたことがなかった苑子は自分の思考に驚いていた。

　彼に応えるように手を振り返してしまい、笑みが漏れた。

　杜は苑子の頑丈な壁を少しずつ崩していく。気がつくと彼にすべてを曝け出していたりするのかもしれない。そんなふうに想像してみるが、不思議なことに抵抗感はなく、嫌な気さえしなかった。

　苑子は視線を外すと、社員通用口に向かった。

　ＣＥＯ室に向かうためにエレベーターに乗ると、どこまで正直に尾居に告げるかを考えた。

　食事をせずに立ち去ってしまったことを隠してはおけない。尾居の顔を潰すようなことをしてしまった理由を告げなくては、納得してはもらえないだろう。

　断る意志を告げていたけれど、食事を一緒にすることが前提だったのに、それさえ苑子は我慢できなかったのだ。

「どうしよう……」

　絶望のため息が漏れた時、エレベーターがゆっくり止まり、無機質な機械音とともに扉が開いた。

　不安と恐怖が入り交じり、足取りが重くなる。まるで自首する犯罪者のようだと感じた。

　ＣＥＯ室に入る前に秘書室を通らなくてはならず、その前まで行くと秘書の重野と目が合った。

「鹿島店長。早かったですね。社長からお越しになることは伺ってました。どうぞ、座ってお待ちください」

「失礼します」

　言われた通り、来客用の椅子に腰掛けると、ついつい秘書の重野の行動を目で追ってしまう。

　内線で確認を取っているのを見ていると、不意に顔を上げた重野と目が合った。

「どうぞ、中にお入りください」

　苑子は急いで立ち上がり彼の後についていった。

「ＣＥＯ、鹿島店長をお通しします」

　ドア越しにそう告げた後、すぐに「どうぞ」と返事がきたのを耳にし、緊張が全身に駆け抜けた。

　ぐっと奥歯を噛みしめる。緊張するとしてしまう苑子の癖で、そのせいで険しい表情になってしまうのは自覚していた。

「そんな緊張しなくても大丈夫ですよ」

　ドアを開けて中に入るように促され、彼の横を通り過ぎる時にそう言われた。励ましてくれたのだろうか……と、重野のほうに振り返ったが彼はすでにドアを閉めていた。

「墨田さんからさっき連絡があったよ。君を怒らせてしまったようだと、大変恐縮しておられたよ。彼一人で昼食を取るそうだ」

　尾居はデスクに座りパソコンの画面を見ながら苑子にそう告げた。

　怒っているのか呆れているのか、まったく感情が見えず、怖くなる。

「申し訳ありませんでした。失礼をしてしまい、ＣＥＯに恥をかかせることになって、深く反省しています」

　頭を下げて苑子は反省していることをアピールし謝罪した。

「墨田さんがね、君に失礼なことを言って怒らせたわびをしたい。そう言うのでね。後は二人でどうぞと君の連絡先を知らせておいた。私はもう関知しない。もし断るなら、礼儀正しく、相手を怒らせないように上手くやってくれればいい。君は本店の店長なんだから、それくらい問題なくできるだろう。よろしく頼むよ」

　衝撃が大きすぎて頭が真っ白になり、すぐに返事ができなかった。

　返事をしないでいると、尾居が顔上げ、苑子のほうに視線を向けた。

「どうかしたのかい？」

　不可解だと言いたげな渋面でそう聞かれ、はっとし我に返る。

「いえ、すみません。次は失礼のないように……とにかく、ちゃんとお断りします。本当に申し訳ございませんでした」

　もう一度頭を下げる。

「そうしてくれたまえ。もうさがっていいよ。お疲れ様」

　今度は自分でなんとかしなくてはならない。またあの男に会わなくてはならないことのショックが大きすぎて、ＣＥＯ室を出てエレベーターに乗り、一階に到着しても呆然としていた。杜に声をかけられるまで、苑子は上の空だった。

「苑子さん……顔が真っ青だ。何かあったの？　それともまだ体調良くないんじゃ……」

「えっ、いえ……だ、大丈夫よ。今日はお店に寄らずに今から母のお見舞いに行くつもり」

　探るように顔を見られていると、心の中を読まれているような気がしてつい目を逸らせてしまう。

「見合い……どうだったの？」

「えっ……ああ、相手の人を怒らせちゃって……ＣＥＯが昼食をセッティングしてくれたのに、帰ってきちゃったの。今その報告したところ」

　苑子が浮かない顔をしている理由がわかったからか、杜がほっとしたように相好を崩した。

「なんだ、そうだったんだ。ＣＥＯに叱られた？　それで不安そうな顔をしてたんだ」

「ええ、まぁ……叱られたと言うより、相手を怒らせないように上手く断りなさいって……」

「そう……よかった」

　ほっとした表情の彼を見て苑子は胸が苦しくなった。

　墨田悟は上手く人を利用し、どんな手を使っても思い通りにしようとする。

　尾居に先回りして自分が悪かったように下手に出たのも、次に会うことを余儀なくさせるためだ。

　苑子に対するあの執着心を目の当たりにしただけに全身が凍りつくような恐怖を感じていた。








（二）






　午後の病院は入院している友人を見舞いにきた学生のグループで賑わっていた。

　その横を通り過ぎ、母の病室へ向かっていると「鹿島さん」と呼びかけられ、振り向くと担当医だった。

「佐伯先生、お世話になっております。母の具合どうでしょう」

「立ち話も何なので、休憩室で話をしましょう」

　そう言われ、医師の後に続いた。

　病院の休憩室は、来客も利用できるようだ。ちらほらと入院患者らしき人や来客の姿が見受けられる。

「コーヒーでいいかな」

「あの、私は結構です」

　どこにでもある飲料の自販機の前で苑子は丁寧に断った。佐伯は自分の分のコーヒーを買うと、空いている席に座る。

　苑子が席に着くと、彼は一口コーヒーを飲み、苑子のほうに視線を向けた。

「お母さんから、自宅に戻りたいと再々お願いされていてね。娘さんの了承を得たら考えましょうと伝えてあるんだよ」

「えっ、そ、そうだったんですか。家に帰りたいと言われてはいるんですけれど……もし何かあった際、私は仕事があるし、誰も家にいないんです……だから、病院に入院させていただいていたほうが、私は安心なもので……」

　佐伯は頷きながら真剣に苑子の話を聞いてくれている。

「鹿島さん、お母さんはもういつ最期を迎えてもおかしくない。少し仕事を休ませてもらって、看病するわけにはいかないのかな。きっと君は後悔すると思うよ。母と子二人きりなんだろう」

　苑子は何も言えず頷くだけだった。

　今、仕事を休むわけにはいかない。そんなことをしたら、もう二度と今のようなチャンスは訪れないだろう。店長でいることはおろか、職を失うことは目に見えている。そうでなくても尾居に恥をかかせてしまった後なのだ。

「転職したばかりで……この職を失うわけにはいかないんです……」

　素直に自分の状況を吐露すると、佐伯は納得したように頷いてくれた。

「わかるよ。厳しい状況だね。現状私たちができることは、お母さんが危篤状態になったらすぐに君に知らせることだけだ。覚悟しておいてほしい」

　胸の辺りを刃物で刺されたように痛く苦しくなり、涙が溢れてくる。苑子は懸命に嗚咽を呑み込み、頷いた。




　墨田が苑子の電話番号を知ってしまったことが、頭から離れず、その日は母を見舞っていても気がそぞろだった。

　母は元気そうに振る舞っているが、また痩せたように見え、目の下の隈が濃くなり頬がさらに痩けているように見えた。

　苑子は母に有給休暇を取れたら、家で療養できるからもう少し頑張ってと励ました。

「ごめんなさいね。無理を言っているのはわかってるの……でもやっぱり、家に帰りたいわ……」

　か細い母の声が脳内で何度も再生される。

　もう泣きたくないと思うのに、勝手に涙が溢れ出してしまう。帰りの電車の中で苑子は目にハンカチを当てて嗚咽を堪えて泣いていた。

　帰宅した苑子はスマホを片手に持ち、その画面を睨みつけていた。

　墨田とどう対決するか、よく考えなくてはならない。

　その時、手の中のスマホが振動した。急いで画面を見る。

『お母さん、どうでしたか？　心配なので、帰りに寄ります』

　杜からのメッセージだった。

　来なくていいと言わなければならないのに、本心は傍にいてほしくてたまらない。この不安をすべて曝け出してしまいたくなる。

　苑子は愕然とした。

　自分が杜に頼りすぎているのを自覚したのだ。

　何度か躊躇しながら、苑子は返信する。

『大丈夫だから、今日は来ないで。明日会いましょう。お疲れ様』

　素っ気ない返事だと自分でもよくわかっている。しかし、何か付け足せば不安が出てしまいそうで怖かった。

　杜に甘えすぎてしまうのは危険だ。母のこと、そして、墨田のことは自分で解決しなくてはならない。

　苑子は自分にそう言い聞かせた。




　翌日、苑子が出勤するのを待ち構えていたように杜がいた。

「おはようございます。店長、あなたの言うことを聞いて昨日は押しかけなかったよ」

　茶目っ気たっぷりな笑みを苑子に向ける。それだけでアイスクリームのように蕩けてしまいそうになる。

「よくできました。私なら大丈夫だから、心配しないで」

　耳元に近づき小声でそう伝えた。

「わかったよ。そんなふうにされたら言うことを聞くしかない。僕はもうあなたの思うがままだ」

　満面の笑みを向けて杜はそんなことを言う。

「今日は一緒に帰ろう」

　そう言うと杜はバックオフィスから出ていった。

　その日の午前中は何事もなく過ぎ、昼にスマホをチェックしたが墨田からの連絡も残っていなかった。

　なければないで、奇妙に思え警戒心が増していく。

「店長、墨田様とおっしゃるお客様がご来店です」

　バックオフィスに入ってきたスタッフにそう言われ我に返る。

「墨田？」

「はい。三十代前半、黒髪のちょっと長めのヘアスタイル、顔は濃いめのイケメンで、感じのいい方です」

　的確な表現だが、苑子にとっては戦慄を覚えさせた。

「すぐ行きます」

　気持ちを落ち着かせようと何度か深い呼吸を繰り返し、意を決する。毅然とした態度を貫かなくてはならない。そう自分に言い聞かせ、店へと続くドアを開けた。

「いらっしゃいませ、墨田様」

　いつものように接客用のお辞儀をする。

「苑子。そんな他人行儀にしなくても、僕たちは婚約者なんだから」

　スタッフの前で声たかだかに発された言葉に硬直したまま苑子は身動きできなくなる。

　スタッフ全員様子を窺っているようで、店内はしんと静まりかえっていた。

「今日は、スーツを新着しに来たんだ。メンズに案内してくれるかな。苑子」

　警笛が脳内に響き渡る。この男が何を知っていて、何を企んでいるのかを知ることが恐ろしい。

　しかし、ここで言うことを聞かなければ余計な詮索をされるだけだ。

「ご案内いたします」

　苑子はそう言うと、キビキビと二階へと向かった。後ろから墨田がついてくる気配に怖じ気が立つ。

　墨田は杜の存在を知っているのだろうか……。

　そのことが気がかりで仕方がない。しかし、確かめることはできない。

「先日は失礼いたしました。無礼な態度を取ってしまい、申し訳ございませんでした」

　階段を上がり、スタッフが見えなくなった時、苑子は墨田に頭を下げてわびた。

「気にしてないよ。なぜなら君を逃がすつもりはないからだ。どんな態度を取られようと楽しむことにした」

　苑子の横を通り過ぎると、墨田は我が物顔で店内に入っていった。

「いらっしゃいませ」

　杜の声に苑子は我に返る。

　墨田の後に立つ苑子に杜が視線を向け、目が合った。

「君がメンズの責任者？　若いね。僕は店長、鹿島苑子の婚約者の墨田と申します。今日はフォーマル用にスーツを見立てに来たんですよ」

　杜の表情が一瞬険しくなったが、すぐに営業用の笑顔に戻った。

「さようでございますか。私は副店長でメンズ担当の杜と申します。店長が婚約されているとは知らされていなかったもので、失礼いたしました」

「いや、それも仕方ない。婚約はつい最近したばかりだから」

　墨田の満面の笑み、それに相槌を打つ杜を見ていると吐き気がしてくる。

「君は、日本人離れした容姿をしてるな」

　杜を舐めるように見ながら不躾な言葉をかける墨田が信じられなかった。

「そうですね。僕の父はイギリス人で母が日本人ですので。杜は母の旧姓で僕は二十二歳の時に日本国籍を選択したので、母方の性を名乗っているんです」

　杜の説明に苑子も納得した。日本人離れした容姿は、西洋人の父親の容姿を受け継いでいるからだったのだ。

「なるほど、そう言えば日本は二重国籍が取れないんだったな。しかし、イギリス国籍の方が何かと将来役に立ちそうなものなのに、君は変わってるな」

　嘲るような笑みを向ける墨田に憎しみが増していく。杜は平然な顔をしているが苑子は心の中で激昂していた。

　しかし今はその激情を堪えるしかなかった。

　両手の掌に爪が食い込むほど強く拳を握りしめ、奥歯を噛みしめる。

「それじゃあ、苑子に選んでもらおうかな。僕に似合うスーツを見繕ってくれないか」

　笑顔を向けられても、睨みつけることしかできない。

「こちらはどうでしょう。墨田様の素晴らしい体格に合うかと思います」

　濃紺の少し光沢のあるシルクが入ったスーツを杜は手にした。

「ご試着なさいますか？」

　杜に営業スマイルを向けられ墨田はご満悦な様子で試着室へ向かった。その時杜と目が合った。力強い目線とともに彼が頷いた。その意味を良心的にとっていいのかどうか苑子に一瞬迷いが走る。

　婚約なんて嘘だとはっきりそう告げたい。しかし、今この場で声に出すことはできなかった。苑子は頷き返すと杜の目の前で制服のポケットからスマホを取り出し、メッセージを打ち込んで送信する。

　すぐに杜もポケットからスマホを取り出し着信メッセージを確認し、苑子を見て頷いた。

『彼は例のお見合い相手で、婚約なんてしてない』

　と、送ったメッセージを彼が理解してくれたことにほっとする。

「苑子、どうかな」

　試着室から出てきた墨田に呼ばれて気を引き締めた。

「よろしいんじゃないでしょうか。墨田様は何を着られてもお似合いだと思います」

　慇懃な態度を貫き通す苑子に墨田はおかしそうに笑い出す。

「そんなに他人行儀にならなくてもいいだろう。まぁそんな真面目なところが好きなんだけどね。ほら、プライベートとのギャップがあるほうが萌えるよね」

　今度は杜にそう言って笑う。

　ギリギリと奥歯を噛みしめながら墨田を睨みつけた。

　一刻も早くこの場から離れたいが、苑子がいなくなれば杜に何を吹き込まれるかわからない。それにこれ以上、墨田を刺激して状況を悪化させたくはなかった。

　苛立ちが増すばかりだが、我慢するしかない。

　母のことが頭を過ぎる。

　会いにいく度に痩せている母のことを思うと、もっと一緒の時間を過ごすべきだと思うしそうしたい気持ちが強くなる。しかし、それは現実的ではない。

　墨田の問題を考えると尾居にお願いすることもできない。

　八方塞がりの状態から抜け出せる方法は果たしてあるのだろうか……。

　杜のほうを見ると、仕事に徹し、墨田の前に跪き、裾にピンを打っていた。

　杜を見下ろす墨田の表情はどこか下卑ていて、もしかしたら墨田は苑子と杜の関係を知っているのかもしれないと勘ぐってしまう。

　もしそうなら、墨田は必ず杜を罠にはめるようなひどいことをするに違いない。

　苑子は背筋が冷たくなるのを感じた。








（三）






「お疲れ様です。どうしたの？　疲れた顔をしてるよ」

　杜にそう声をかけられ苑子はハッとする。

「今日は……ごめんなさい。嫌な思いをさせたでしょう」

　少し声が震えてしまい、動揺を悟られただろうかと気になった。

「そうでもなかったよ。仕事だから。しかし墨田様は奇妙な人だね。つかみ所がないというか……」

「そうね。ああいう人を……ソシオパスというのかも。人の心を操って自分の思い通りに動かす天才？　気をつけて」

　真摯な表情で見つめられて苑子は本心を吐露してしまう。

「そんな大げさな……ソシオパスとか……でも、苑子さんが心配ならもっと気をつけるよ。僕のことはご心配なく……でも、彼とあなたはどういう関係なの？　見合いの席が初対面じゃないような気がするけど……」

「ああ、それなんだけど、あの人は前の会社の社長の息子で……少し揉めたというか……」

「しつこくつきまとわれた？」

　苑子は杜の的を射た言葉に驚愕したが、素直に頷いた。

「そう、それなら、なぜ苑子さんが彼をソシオパスだと思うのか意味が理解できる。ストーカーのようにつきまとわれた？」

「もう……終わったことだと思ってたの……やっと逃げることができたって……離れれば大丈夫だって……まさか、こんなふうに接近してくると思ってなくて……少し動揺しているだけ。自分でなんとかできるから。心配しないで」

　不安そうな表情をしてしまったのではないかと、心配になる。

「わかったよ。でも、問題があったら相談して。必ず」

「ええ、もちろん」

　苑子は笑顔を作って、大丈夫だということをアピールした。




　いつものように杜は家まで送ってくれ、夕食をともにした。

　それが日課になっていた。

　泊まる日もあれば、苑子が疲れていると片付けをしてすぐ帰る日もある。

　今日は食事も進まず、ひどく疲れていた。

「お母さん、どんな感じ？」

　突然母のことを聞かれ、瞠目する。

「うん。もう、いつ何時、危篤の連絡があってもおかしくないから覚悟しておいてほしいって……お母さん……家に帰りたいって主治医の先生にも言っているみたいで……そのこと言われた」

　疲れているからだろうか……正直に話してしまう自分が信じられなかった。

「もし、苑子さんがお母さんを家に戻してあげたいなら、僕が休みの日はお母さんの傍にいてあげるよ。二人が仕事の時は、看護師を雇うとか……それに、介護休業を取ることもできるから、考えてみたら？」

　苑子はぱっと顔を上げる、戸惑ったように瞳を左右に揺らせて、彼を見た。

「そ、そんなこと……あなたに、頼めない……でも、介護休業があるなんてよく知ってるのね。一応……聞いてみようかな……」

　店長である苑子でさえ知らなかった介護休業制度のことを、なぜ副店長の杜が知っているのだろう？　苑子は純粋に驚いていた。苑子の為に調べてくれたのだろうか……？

「僕をもっと頼って。喜んでなんでも引き受けるから。お母さんの望みを叶えてあげようよ」

　彼の優しさに心を打たれ、瞳から大粒の涙が溢れ、頬を流れ落ちる。彼が椅子から立ち上がると、ぎゅっと抱きしめられた。

「二人でなんとかしよう。大丈夫、僕は苑子さんの傍にいる。絶対にあなたの力になるって言っただろう。あなたを護ってみせる」

　普段の苑子なら、護ってもらう必要なんかないと突っぱねるところだ。しかし、今は彼の腕の中で震えて泣いていた。

　杜は夕食をしただけで帰っていった。

　苑子は彼を見送ると、ひとりぼっちの部屋で脱力した。あんなふうに泣いてしまったことを後悔していた。

　どうしても感情をコントロールすることができなかったのだ。

　杜の前ではどうしてもそれができない。感情が溢れ出し、ありのままの自分を曝け出してしまう。

　彼がまさかあんな提案をしてくれるとは想像もしていなかったから余計だ。

　甘えていいのだろうか。まだそんなふうに躊躇してしまう。

　杜は、苑子の母を休みの日には見てくれるという。もしそうしてくれるなら、週のうち三日だけ看護師を雇えばいい。それなら苑子にも可能だった。

　しかし、杜の休みを苑子の母の看護で潰してしまうことになる。

　彼の好意に甘えたとして、自分は何を返すことができるだろう。

　彼が望むこと、それを叶えてあげることしかできない。それでいいのだろうか。

　杜の好意にすがったなら……それで彼が苑子に囚われるのであれば……それは苑子の望むところで、もしこのことが二人の絆を強くするなら……そんなふうに考え始めている自分に気づき、愕然とした。

　もう取り返しようもないほど、杜に囚われている。こんなふうに誰かを欲したことは今までなかった。初めてのことで戸惑うばかりだ。この状況を人は愛だと言うのだろうか。苑子がそんなことを考えていた時、スマホがテーブルの上で振動した。

　杜からだろうかと急いで手に取る。

　画面に映ったメッセージを見て硬直した。

『明日、夕食しよう。君は断れないよ。これはこの前のわびの夕食だ。十九時に店に迎えに行く。では、明日』

　十九時になど仕事が終わっているはずがない。それなのに有無を言わせず勝手に指示してくる傲慢さに怒りが込み上げてくる。

　もしかしたら、わざと無理を言っているのではないだろうか……そんなふうに思えてくる。

　あの男は苑子を試しているのだ。

　言われた通り、大人しく言うことを聞くかどうかを……。

　もう我慢できなかった。これで終わりにしなくてはならない。

　そして決断した。

　苑子は墨田に返信をせず、その代わり着信拒否にした。










第五章












（一）






　苑子は杜がいつも通り出勤してくるのをバックオフィスで待っていた。

　胸が痛く張り裂けそうだったが、決断したことで少し心が晴れやかになったような気がする。

　誰も傷つけず、問題を解決できる方法を杜が教えてくれた。苑子は彼の意見に従ってみることにした。

　ドアが開く気配に視線を向けた苑子は彼の姿を目にした途端、鼓動が速くなった。

「おはようございます」

　たぶん初めて彼に微笑んで「おはようございます」と言ったような気がする。

　杜も微笑んでくれている。それがとても嬉しかった。

　最初からつっけんどんな態度を取らずこうしていればもっと早く良い関係が築けていたのかもしれない。

「では、また閉店後に」

　そう言って彼が笑って出ていった。

　杜が去る後ろ姿をじっと、ただ苑子は見つめていた。彼の顔を見ただけで晴れやかな気持ちになる。少し勇気が出たような気がした。

　パタンとドアが閉まると同時に、受話器を取った。

　内線のボタンを押す。

『はい、秘書室重野です』

「本店、鹿島です。本日時間のある時にＣＥＯに折り入ってお話があります。面会させていただけますか？」

　数秒、沈黙があった。

『ご用件の内容をお伺いしてもよろしいですか？』

　マニュアル通りの対応に一瞬言葉を詰まらせてしまうが、すぐに苑子は気を取り直した。

「はい。介護休業についてご相談させていただきたいんです」

『ＣＥＯに確認いたしますので、少々お待ちください。このまま切らずに』

　ＣＥＯ専属秘書の重野の落ち着いた声に苑子の緊張が高まる。

　しばらく待っていると、重野が電話に戻ってきた。

『鹿島店長、いらっしゃいますか？』

「はい。聞いてます」

『今すぐＣＥＯ室にお越しください』

「はい、ではすぐに」

　まさか、すぐに呼びつけられるとは思っていなかった苑子は、少し動揺してしまう。心を落ち着かせるために深呼吸をし、店頭にいるスタッフにＣＥＯ室に向かうことを告げ店舗を後にした。




「お時間を作っていただきありがとうございます」

　ＣＥＯ室に入ると深く頭を下げた。

「とんでもない。介護休業と聞いて時間を取らせるわけにはいかないからね。さぁお掛けなさい」

　苑子は勧められるまま、椅子に腰かけた。

「母の余命が幾ばくもないと医師から通告を受けていて、どうしても家に帰りたいという本人の願いを叶えてあげたいと……入社間もないのに、わがままを言って申し訳なく思っています。私が不在の間は杜副店長が問題なく代理を務められると思います」

　苑子がいなくなっても、杜が店長代理として立派にやり遂げられる。そのことを強調した。

「私も母を去年亡くしているからね。君の気持ちはよくわかる。すぐに介護休業届を出しなさい。手続きに数日かかるが、大丈夫かな？」

　尾居の気持ちに胸が熱くなる。

「はい。ありがとうございます」

「ところで、その後墨田さんとはどうなっているのかな？　店にまで来ていると聞いたが……断ると言っていたから少し心配になってね」

　苑子はまさか心配されているとは思いもしていなかったので、すぐに返答ができず驚愕の眼差しを向けていた。

「どうした？　何かあるなら、話しなさい」

　尾居の真摯な視線に気圧され、苑子は墨田のことを話してみることにした。




　ＣＥＯ室から戻った苑子は、待っていましたというような表情をした本田に捉まった。

「店長、心配しました。ＣＥＯに呼ばれてなかなか戻られないので」

「ごめんなさい。急な呼び出しだったものだから。でも何も心配はないから安心して」

　とにかくスタッフの不安を取り去るのが先決だと思いそう言ったが、彼女はまだ不安げに何か言いたげについてくる。

「どうしたの？　何か問題？」

「あ、あの、すみません。すぐに報告しなくて。墨田様が来店されまして、鹿島店長の接客をご希望でして……ちょうど、副店長が昼食から戻られたので、メンズのほうで対応していただいてます」

　緊張で体がこわばるのを自覚した。

「そう、様子を見にいってくるわ」

「あの、墨田様とは本当に婚約されているんですか？」

　本田の率直な疑問に苑子は一瞬戸惑った。

「それは……ちょっとした誤解があるの。心配ないわ」

「ああ、そ、そうなんですね。わかりました」

　まったく答えになっていないというのに何をわかったのか。本田は肩の力を抜いて笑顔を見せた。

「メンズのほうにいるので何かあったら、メッセージで知らせてね」

「はい、かしこまりました」

　本田の返事を聞くとすぐ苑子は二階へ上がっていった。

　二階フロアにつくと、墨田の姿が確認できた。仕立てられたスーツを試着しており、鏡の前でモデルのようにポーズを取っていた。それが滑稽で鼻で笑ってやりたくなるが、寸前で堪え、杜の姿を探した。その時ストックから出てきた杜と視線が絡み合った。

「ああ、鹿島店長。お戻りになったんですね」

　営業用の笑顔で杜が墨田にも聞こえるように言った。

「苑子、突然来てしまってすまない。ほら、この前のスーツ、どうかな？」

　わざとらしい愛想の良い笑みを作り墨田が苑子のほうに近づいてくる。

　苑子はその場で立ち止まり、墨田に鋭い視線を向けた。

「よくお似合いです」

　素っ気なく答えた後、杜に視線を向ける。

「副店長、お支払いが済み次第声をかけてください。お見送りは私がしますので、では、私はこれで失礼しますね」

　にっこりと微笑むと、苑子は踵を返した。

「ああいう、気の強いところに惚れてるんだ。でも見かけとは違い彼女はナイーヴでね。護ってあげたくなる……いや、支配したくなると言うのが本音かな」

　階段を下りていた苑子は、墨田の言葉に立ち止まった。わざと杜を挑発するようなことを言っているようにしか取れない。

　墨田が何を企んでいるのか、考えるのが怖かった。

「お幸せそうで何よりです。あ、そういえば、墨田様は日本大手のアパレル会社、イメージ社の墨田社長のご子息なのでしょうか？」

　苑子は耳を澄ませた。墨田の顔が待ってましたとばかりに満面の笑みに変わる様子まで想像できてしまう。

「ああ、まぁそれはそうだが……苑子に聞いたのかな？」

「あ、いえ、そうではなく、もしやと思ってお聞きしただけで、ファッションに関してとても詳しくていらっしゃるので」

「なるほど、さすが、杜さんは副店長だけあってなかなか鋭いな」

「恐れ入ります」

　気分を良くした墨田の笑い声が響いた。

「杜さんはさすが老舗イタリア高級ブランドのメンズを任されているだけに、接客が上手いな」

「恐れ入ります。あ、そういえば、イメージ社が買収されるのではないかという記事をつい最近読んだのですが、本当ですか？　もし本当なら、日本市場に大きな影響を与えますよね」

　苑子は思わず息を止めた。話を聞き逃さないように固唾をのんで意識を集中させる。　「さ、さぁ、それはどうかな……ただの噂じゃないのか？　最近フェイクニュースが多いからね。君もその類に気をつけてむやみに口にしないほうがいい」

「そうですね。ご忠告ありがとうございます」

　墨田の動揺したような声色に、心臓が激しく打ち付け始める。イメージ社が買収されたとしても社員が解雇になることはまずない。しかし社長は解雇されるだろう。そうなると、墨田の立場も危ういのではないだろうか。

「着替えている間に、苑子に連絡しておいてくれ」

　墨田の言葉に我に返ると、苑子はすぐに階段を下りた。




「本日はご来店ありがとうございました」

　礼をした後、墨田に付き添い店舗のドアまで向かう。

「ああ、そうだ、苑子、結婚式の式場はこちらで決めておくよ。なにせ、イメージ社の重役や取引先も呼ばなくてはならないからね」

　墨田の威圧的な視線に、立ち向かおうと気力を奮い起こそうとするが、恐怖心が増していく。

「君は断れない……馬鹿じゃないんだからわかるだろう。今度は逃げられないよ」

　くくく――と、奇妙に喉を鳴らせて笑った後、墨田は立ち去った。その姿に四十五度に礼をする。

　――そう思っていればいいわ。今度も絶対思い通りにはさせない。

　怒りが反抗心を駆り立てる。苑子は墨田の背中に向かって心の中で闘志を燃やした。

　尾居と話して苑子の心は決まっていた。まず副店長である杜に今後のことを伝えなくてはならない。彼が苑子の決断をどう思うか気にしている余裕はなかった。

　苑子は二階へ繋がる階段に視線を向けると意を決してそこへ向かった。

「杜副店長はバックルームかしら」

　店頭にいる仲山に声をかけた。

「はい、バックルームにいらっしゃいます」

　ストックとレジが一緒になったバックルームに行くと、彼がレジのあるデスクの前にいた。

「話があるの」

　緊張を隠しきれずに声が震えてしまう。杜がゆっくりと顔を上げた。

「どうかしたの？　顔色が悪いよ」

　ノートパソコンで作業をしていた手を止め、苑子に視線をまっすぐに向けてくる。その真摯な視線に苑子のほうが気力が削げてしまいそうだ。

「母のことなんだけど……尾居ＣＥＯに介護休業の話をしたの。快く受けてくださって……私が休みを取って母の看病をしている間、あなたに……店長代理を任せたいと伝えたの……直々に通達があると思うので、後のこと、よろしくお願いします」

　深く頭を下げる。

「それは、よかった。お母様も喜ばれるよ。店のことは心配なく。苑子さんが戻るまで僕に任せて。心配しないで。全力であなたの力になるから」

　杜の言葉が嬉しかった。独りじゃ乗り越えられないような辛いことも、彼と一緒だったら怖くない。そんな風に思えた。

「ありがとう。それから、墨田さんのことなんだけど……ＣＥＯがこれ以上嫌がらせが続くようなら報告するようにと……」

　杜が神妙な表情で頷いた。

「そうするよ。墨田さんのことは僕に任せて。苑子さんは何も心配せず、お母さんの看護をしてあげて」

　優しく、諭すようにそう言われ、杜に頼っていいのだという気持ちになった。苑子は礼を言ってバックルームを後にした。








（二）






　――それから三日後。

　尾居の配慮で迅速に手続きが進められ、苑子は明日から介護休業に入ることになった。

　三日でスタッフのメンタル面、引き継ぎ事項をこなしていくのに苑子は忙しく、最終日も気持ちだけが焦っていた。

「店長、知ってました？　副店長のこと……」

　本田が、苑子が出社するのを待ち構えていたように、バックオフィスに入ってきていきなりそう言った。

　心臓がドクンと不穏に高鳴る。もしや、自分と杜の関係がばれてしまったのだろうか。いや、それなら、こんな言い方はしないはずだと。瞬時に冷静を取り戻す。

「一体何のこと？」

　苑子が首をかしげると、本田は更に近づいてきて、耳元でひそひそ話を始めた。

「買収の話です。イメージ社がうちに買収されたんですよ。で、次期イメージ社ＣＥＯが、杜副店長なんです！」

　寝耳に水だった。

「えっ？　た、確かなの？」

　苑子は驚愕のあまり、言葉が続かなかった。

「はい。ネットニュースにも出てますよ」

　本田にそう告げられ愕然とする。

　ここのところ休業に伴う引き継ぎで頭がいっぱいで、情報収集ができていなかった。

　いったいどうして杜がイメージ社のＣＥＯに抜擢されたのだろう……？　そんな話を彼から何も聞かされていないから余計に信じられなかった。

「ちょっと、副店長と話をしてくるから、後お願いね」

　そう本田に告げ、苑子は返事を聞く前にバックオフィスを後にした。

　階段を駆け上がりメンズフロアにたどり着くと、仲山の姿を確認した。

　まずは仲山に話を聞くのが良いのかもしれないと思った苑子は仲山に近づいた。

「ちょっと、いいかしら」

「あ、店長、お疲れ様です。はい、大丈夫です」

　仲山をフィッティングルームの中に入れ、一緒に入ると、彼女は驚いたように瞳を大きく見開いた。

「ごめんなさいね。ちょっと内緒で確認したくて……」

「あ、あれですか？」

　仲山が納得したように頷く。

　彼女も知っているのだと苑子は確信した。そして、頷いた。

　仲山は意図を察し、小声で話し出した。

「あの、店長は本当に知らなかったんですか？　その……杜さんの家系のこと……」

「か、家系？　いいえ、知らないけど……彼の家系って？」

　仲山の顔が失態を犯したときの、しまったというような表情になった。

「あ、あの……それなら、私から聞いたとは絶対言わないでほしいんですけど……」

「絶対言わない……だから教えて」

　あえて優しく問うと、仲山は観念したように項垂れた。

「杜副店長は、うちの親会社、キンケイドのＣＥＯのご子息なんです。ご本人は隠してるっぽいんですけど、みんな知ってるっていうか……でも、副店長は絶対、ここを離れるなんて望んでないはずなんです。だって……すごく熱意があったし……」

　苑子は想像もしておらず、返す言葉が見つからなかった。

　その時、杜の声にふたりとも硬直した。

「墨田様、ご来店ありがとうございます」

　墨田が来店した事に我に返った仲山が「副店長を助けにいってきます」と、言い残しフィッティングルームから出ていってしまった。苑子はそこに残っているしかなく、息を詰めて店内の様子を伺う。

　試着したスーツを着てあーでもないこうでもないと文句を言っている様子の墨田に仲山が接客し始めた。

　何を言われても「大変お似合いですのに」しか言っていない。

　たいしたものだと苑子は拍手を送ってやりたくなる。

「墨田様、もうここにあるすべてを試着されましたよ。今着てらっしゃるのは二日前に試着されています。本当はすごく気に入ってるのに、欠点を見つけて諦めようとしているように見受けますよ」

　冗談を含ませながら仲山がそう言って墨田をからかった。墨田も笑っている。どうやら仲山の作戦は功を奏したようだ。

「僕はこのブランドが好きなんだよ。わかってくれていて嬉しいよ。苑子は結婚準備で忙しくてかまってもらえないストレスかな……男は本当にどうしようもないね」

　墨田の口から出た嘘に苑子は吐き気がした。

「私たちスタッフはまだ結婚式がいつなのか知らされていなくて……こっそり教えてくださいません？」

　仲山は興味津々に墨田に聞いている。

「それはまだ僕が場所も日取りも苑子に知らせてないからね。待たせて悪いがもう少し秘密にしておきたいんだよ。わかるだろう？」

　気取ったような言葉に苑子は更に気分が悪くなる。

「そう言えば、今朝のニュース見ました？　イメージ社がキンケイドの傘下に入ることが決まったそうです。墨田様とは同系列になるんですね」

　仲山が興奮気味に墨田に言った。

「な、なんだと!?　知ってるわけ、ないだろう」

「え、あ、も、申し訳ございません。余計なことを言ってしまって……」

　仲山の声色を聞いていた苑子はそれほど彼女が動揺していないことを理解した。わざと墨田を煽ったのだ。。

「うちの副店長、すごいですよね。いきなりイメージ社のＣＥＯだなんて。だから墨田様と仲いいんだって、今やっとわかりました」

　苑子はハラハラしながら成りゆきに耳を傾けた。いきなりのボディブローを仕掛けた仲山の怖い物知らずな態度に恐ろしくなる。

「なんだと……杜、貴様……ああ、そうか、お前親に泣きついてイメージ社のＣＥＯの座を掴んだんだろう。俺が何も知らないと思っていたか？　お前みたいな若造にイメージ社のＣＥＯが務まるわけがない。お前の親父も子供には甘いんだな」

　まさに負け犬の遠吠えのごとく、墨田がかんしゃくを起こしたように金切り声で叫んだ。

「確かに、私の父はキンケイド社ＣＥＯ、リチャード＝キンケイドです。そのように取られても仕方がないですが、私自身はイメージ社のＣＥＯになるより、ここの副店長の方が自分に合っていると思っています。しかし、キンケイドからの人事異動に異論を告げられないのは私も皆と同じなんですよ」

　苛立たしげに歩き回る足音に、嘲るような笑い声が重なった。この声は墨田だ。

「よく考えると、この人事は結果的に良かったのだと思っています。なぜなら、この人事異動を受けることで大切な人を護ることができる……墨田様は何のことか理解されているんじゃないでしょうか」

「一体何のことだ？　俺にはさっぱりわからないな」

　墨田が興奮気味に吠えた。

「はっきり言わなければいけないのなら、言わせていただきますが、鹿島店長にされていることは犯罪行為ですよ」

「な、なんだと、貴様……俺を侮辱する気か……これで済むと思うなよ、お前を名誉毀損で訴えてやる」

「どうぞ、ご自由になさってください。しかし、墨田様、あなたはご自分の心配をもう少しされたほうがよろしいんじゃないですか？　あなたが鹿島店長にされていることはストーカー行為。結婚はあなたの狂言だということはスタッフ一同存じてます」

　苑子は杜の言葉に固唾を呑んだ。一触即発の雰囲気が見ていなくても苑子が隠れるフィッティングルームまで感じられるほどだ。

「二度と鹿島店長に近づかないなら、警察に通報することは一旦保留にします。しかし、私がＣＥＯになればイメージ社にはあなたの場所はありません。解雇通告を待つか、自主退社されるかはご自身にお任せします」

「警備を呼びますか？」

　仲山の冷静な声が耳に届く。

「墨田様、お引き取りください。さもなくば、警備を呼びます。また鹿島店長に近づいた場合は即刻警察に突き出します。お忘れなく」

　杜の声は至って冷静だった。

　彼の度量に苑子は感服していた。これで、今度こそ墨田から解放されたのだ。

　墨田が無言で帰る足音が響いた。苑子はフィッティングルームでその足音を聞いていた。










終章












（一）






「苑子……」

　自分を呼ぶ母の声に苑子は窓際に駆けつけた。

「お母さん、気分はどう？　横にならなくて大丈夫？」

　母は窓際の椅子に座って外を眺めている。

　退院してからの東子は寝込むことをせず、決まって昼食後は窓際の椅子に座りたいと言い、苑子は彼女を支えて椅子に座らせた。

　苑子でも充分抱きかかえられることができるほど痩せていた。

　母が退院して戻ってきて一週間になる。

　後何日、それとも数週間？　こんな時間を過ごせるのだろう。

「苑子、ここに連れ戻してくれてありがとう」

　苑子はいまだ窓のほうに視線を向けている母をみやった。

「お母さんの願いを叶えてあげられて私も嬉しい。すごく気分も良さそうだし……本当によかった」

　入院していた頃の母の気鬱な表情を思い出すと、今の母は別人のようによく笑うようになった。母の幸せそうな姿を見られて苑子も嬉しかった。

「苑子、ここに帰ってこれて本当に嬉しい。苦労をかけてごめんなさいね。苑子は、もう自分の幸せだけを考えて……杜さんと幸せになって……約束して……」

　手をぎゅっと握られ、そう訴えてくる母に苑子は頷いた。杜は毎日仕事が終わった後、ここに来て母を見舞ってくれていた。

　母が彼を信頼し、ふたりの関係を認めてくれたことが嬉しかった。

　苑子が幸福感に酔いしれていたその時、母が気を失う様にして苑子の胸に倒れ込んだ。

「お、お母さん、お母さん、しっかりして……お母さん！　ああ、どうしよう……、お、母さんっ」

　苑子は泣き崩れながら母を抱きしめ、ただ叫ぶしかなかった。




「ここが山場です。傍にいて安心させてあげてください」

　担当医の佐伯に連絡し、三十分後、彼は到着した。

　そして、開口一番に言われたのがこの言葉だった。

　母は息をしているのかわからないほど静かで、色白の肌がさらに透き通るように白く感じられた。眠っている顔は子供のようにあどけなく、愛らしい。

「お母さん、ありがとう」

　涙がこぼれ落ち母の手を濡らす。苑子はその手をぎゅっと握りしめていた。

　その時玄関のチャイムが鳴った。

「私が出ましょう」

　佐伯がそう言って玄関に向かった。

「ああ、鹿島さんが勤めている会社の……少々お待ちください」

　佐伯が対応する声が聞こえ、すぐにこちらに戻ってきた。

「会社の杜さんという方だよ。通していいかな？」

　もう杜が来る時間になったのかと驚いた。そして、彼が来てくれたことに安堵が増した。すぐにでも彼の傍に駆けつけたい気持ちを抑える。

「はい。上がってもらってください」

　佐伯がそう告げに行き、今度は杜だけが寝室へ入ってきた。

「苑子さん、お母さん……具合が悪いの？」

　少し動揺したような震えた声に苑子は杜に視線を向けた。

「ええ」

　それ以上何も言えなくなる。空いているほうの手をぎゅっと握られ、苑子の瞳に涙が溢れ出す。

「お母さん、僕が彼女をこれからも支えて護っていきます。安心してください。僕は心から彼女を愛してます。苑子さんを幸せにしたい。一生大事にすると、誓います」

　杜は苑子の手を握りしめ、もう片方の手で東子の手を握りしめる彼女の手の上に重ね、頭を下げた。

　苑子はもう我慢できず泣き出していた。

　母の指先が微妙に動いたのを感じ、急いで顔を覗き込む。

　目は開いていないが、唇が動いた。言葉を聞き取ろうと耳を寄せる。

「幸せに……なって……」

　そう聞こえた。

「はい。幸せになるよ。お母さん、私幸せになるから、心配しないで」

　杜が無言で苑子の横に寄り添いぎゅっと手を握ってくれた。

　その夜、母は他界した。








（二）






「苑子、起きる時間だよ」

　耳朶をくすぐる生温かな息遣いがくすぐったく、苑子は背筋を震わせる。熱いくらいの体温に包まれていることを自覚し、安堵感が増していく。

　背中に感じる熱が心地よかった。

　まだ離れたくなくて眠ったふりを続けていると、狸寝入りなどばれているというように彼の手が苑子の敏感な場所をくすぐるように触れ始め、興奮で息遣いが激しくなる。

「このままだと、僕の思い通りにされてしまうよ。いいのかな……」

　からかうような声色に、苑子は反論しそうになるのを唇を噛んで堪える。

　止めてほしくないのが半分、今更狸寝入りでしたと申告するのは負けた気がして嫌だというプライドが半分。しかし、教え込まれた快感を知っている体は苑子の気持ちなど気にする様子はなく我が道を突き進むのが常だ。

「ぁ……ふ……んんっ……」

　吐息混じりに甘い声を漏らす。

　敏感な肌をくすぐるように掠める指先の感触に意識が集中して、余計に感覚が敏感になる。

　クチュリ――と、淫靡な水音に羞恥で体温がカッと上がった。

「すごい、溢れ出してるよ。まだ何もしてないのに」

　からかうような声に羞恥が増す。しかし、今更何も言えずされるがままだ。

　彼の指は股の間の敏感な突起にじれったいほど優しく触れてきて、苑子を追い込んでいく。もっとちゃんと触って強い快感に誘ってほしいのに、それが叶えられそうで叶えられないもどかしさに腰が勝手に揺れてしまう。

「あ、ぃやぁっ……」

　目もくらむような絶頂感が欲しくて思わず声が漏れると彼が耳元でクスリと笑った。

「狸寝入りなんてするから、いじめたくなるんだよ。ちゃんと、どうして欲しいか言ってごらん」

　まるで子供を諭すような言い方なのに、苑子の鼓動は興奮で速まってしまう。

「い……いかせ……て……」

　そう言うように躾けられた苑子は素直にその言葉を発する。刹那、体を仰向けにされ、両脚を開けさせられた。

　股の間に彼の吐息を感じ、それさえも快感となり苑子を悶えさせる。腰を震わせ次に来るであろう快感に固唾を呑んだ。

　それは確かにやってきた。

　クチュ、グチュ、と恥ずかしい音が室内に響き、苑子の激しい息遣いが重なる。

「ふぅ……んんっ……あ、ああっ……だ、だめっ……も、もう……」

　全身に電流が流れたような痺れが走り、熱が駆け抜ける。苑子は腰を震わせて絶頂感に酔いしれた。

　蕩けきった意識が覚醒するまもなく、圧迫感のある熱の塊で貫かれ、激しく体を揺さぶられる。

　下腹部が熱く溶けてしまいそうだ。

　彼の背中に手を回し、苑子は肌を密着させた。互いの体温が混ざり合い、鼓動が共鳴し合う。

　この時、苑子の目尻から涙がこぼれだし、こめかみを濡らした。

「愛してる。苑子。愛してる」

　苑子は自分も愛していると言いたかったが、唇を塞がれ、それは言葉にならなかった。

　お互いが繋がった状態で舌を絡ませる深い口づけに溺れていく。

　幸福感が溢れ出していく。

「ん……ふぅ……んん……」

　激しくなる抽挿に振り落とされないように背中に回した手に力が入り、彼の皮膚に爪を立ててしまう。

　ぎゅっと抱きしめられ、口内に彼の呻き声が響いた。

　その瞬間、いつも苑子は満たされる。きっとかすかに微笑んでいるに違いなかった。

　母が亡くなった日から、杜はこの家に寝泊まりするようになった。最初は苑子を労わって傍にいてくれていたのだろう。しかし、一向に杜は自分の家に帰る気配がなく、苑子は自分のことに精一杯で彼に深く追及することをしなかった。

　葬儀が済み、落ち着いたころ彼は苑子にはっきりと告げてくれた。

「僕は苑子さんと真剣に付き合っていくつもりだ。もう一緒に仕事をすることはできないけれど、僕は常にあなたの傍にいる。ずっと……」

　杜に愛されていると素直に感じることができた。彼の愛を信じられる。もうそれだけでいいのではないかと思えた。自分の人生を誰かにゆだねるなど、考えたことのなかった苑子が、杜を信じてすべてをゆだねてしまおうと思えるから不思議だった。

　そうすることで自分の人生が明るくなるような気がしたのだ。




「店長、副店長の送別会、最初にみんなで行ったイタリアンでいいですか？」

　バックルームで閉店後の作業をしていた苑子は、本田にそう問われ顔を上げた。

　懐かしい残像が脳裏に映し出される。

　あの日、初めてスタッフたちと食事をしたあの後、苦手だったはずの杜を家に入れ、関係を持った。

　あれがきっかけだった。そこからすべてが始まったことを思い出す。

　その場所で、彼の送別会をして華々しいキャリアの第一歩を送り出してあげたい。

「そうね。いいんじゃない？　そこにしましょう」

　意外に苑子が乗り気だったことに驚いたのか目を丸くして頷いた後、本田は満面の笑みになった。

「じゃあ、予約しておきます。では、お先に失礼します」

「お疲れ様」

　本田が通用口から出ていったのを確認した後、苑子はデスクの上に置いてあるスマホを取り、彼にメッセージを送った。

　受信を知らせるバイブの振動がすぐにして画面を見ると『すぐに下ります』と、書いてあるのが見えた。

　頬が勝手に緩んでしまう。

　杜の後任は仲山が就任することになった。副店長に昇格することに最初は不安な様子だったが、杜から励まされ、やる気になっている。

　仲山のポジションには中堅クラスの男性スタッフを増やす予定だ。

　杜は今月いっぱいで本店を離れ、イメージ社のＣＥＯに異例の昇格を果たす。彼ともう一緒に働くことができないと思うと、少し淋しい気もする。

　もっと一緒に働きたかったと今更ながらにそう思う。

　あんなに苦手意識を思っていたのに。

　今は、彼が傍にいてくれることに勇気づけられている。

　独りではないと彼はいつも教えてくれる。言葉にせずとも、態度で。

　苑子の人生に、彼の存在がとても大きな影響を与えている。

　母の最期を彼とともに看取ることができ、そして母に誓ってくれた言葉を一生忘れないだろう。

　彼は今、苑子が住むあの団地に寝泊まりしている。

　二人で住む住居を探しているところだ。

　墨田悟に探偵をつけて、常に見張っている状態だということを苑子は杜から聞かされた。

　それでも心配だからと、一緒に暮らしたいと言われたのだ。

　母の四十九日が終わり、気に入った新居が見つかれば引っ越しをする予定だ。

　彼が墨田に忠告してくれたように、また接触があれば警察に通報する。

　彼が傍にいてくれることで、ひとつひとつ困難だったことが解決していっている。

「お待たせ」

　苑子がもの思いにふけっている内に、すぐに下りるとメッセージがあった通り、杜は二階から下りてきた。

　背中から抱きしめられ、腹部を締め付ける腕の感触に陶酔感が増す。熱い体温が伝わってきて幸福感に包まれた。

「こんなに幸せで……なんだか夢みたい。すべて栄樹のおかげね」

　彼が耳元でクスリと笑う。それがくすぐったくて苑子は背筋を震わせた。

「僕は愛する人をどんなことをしても護りたい……ただそれだけだ」

「どんなことをしてでも……？」

　苑子はそのフレーズが気になった。

「ああ、どんなことをしてでも。その結果、僕はイメージ社のＣＥＯになった。苑子さんと離れることになっても、必要ならそうする。それだけのことだよ」

　苑子は驚愕に目を見開いた。

「もしかして、墨田から私を護るためにイメージ社のＣＥＯになったってこと？」

　彼が首をかしげて苑子を見た。肯定も否定もしない。

「初めて君を……ノーミリットの副店長をしていた頃、その時初めて君に会った。君は覚えていないかもしれないが僕はよく覚えてる。一目惚れだったんだ……」

　そういえば以前、私服をノーリミットで買っていると言っていた。それを思い出し、あの頃に苑子を見初めていたのかと、驚く。

　それを知って胸が激しく打ち付け始めた。

「愛してるよ、苑子」

　苑子の脳裏にある疑念が浮かぶ。

　――栄樹が副店長で勤務する本店に苑子が店長として引き抜かれたのは……もしかして偶然ではないのでは……？

　もし仮に彼が裏で手を回していたとしても、不思議ではないと今なら思える。

　彼のようなバックグラウンドがあれば、そんなことも簡単にできてしまうに違いない。

　――ああ、私は彼に囚われたのだ。もう逃げることはできない甘く緩やかな安全地帯に。

　苑子は微笑んでいた。

　怒りも恐怖もなかった。なぜなら、苑子は栄樹を愛しているから、囚われていることに満足してしまうほど。

「私も、どんなことをしても、あなたとの関係を守り抜くわ」

　苑子は自ら体を回転させると栄樹の首に両腕を回してキスをした。

　それが熱を帯び、官能的なものにかわるのに時間はかからなかった。二人の関係のように。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。











著者紹介






泉 怜奈（いずみ・れな）


関西出身。牡牛座Ｂ型。ワインと猫をこよなく愛するゆえ引きこもり。少し大人な現代恋愛小説など書いてます。電子書籍で絶賛発売中！










©泉怜奈　　©まろ　　発行／くるみ舎







item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		序章



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章



		終章













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/kurumi.jpg
BB





